
コマンド選択メニュー 
◇コマンドを起動してみよう 

 

 

 

ここで実行したいコマンドの名称が表示してあるイメージにマウスを置くとイメージが暗

転するのでその状態でイメージをクリックするとそれぞれのコマンドのウインドウが開き

ます。 

 

［コマンド起動と同時にメニューを終了］のチェックボックスがチェックされているとコマ

ンドを起動した時点でこのコマンド起動メニューは終了しますので使い方によって選択し

てください。 

 

［情報ウィンドウの表示(要インターネット接続)］のチェックボックスをチェックすると 

メニュー下部に情報ウィンドウが表示されます。インターネットに接続している場合は最新

の情報が表示されるようになっていますので定期的に確認してみてください。 

 

「動解析の体験版情報を表示」のチェックボックスをチェックするとその下に体験版情報と

Ａコード入力ボタンが表示されるようになっています。 

 

動解析のシリアルとＡコードが入力されていないと初回メニュー起動時から１５日間は動

解析が製品版と全く同じ機能の期間制限体験版として動作しますので試してみてください。 

 

体験版情報の右にはＡコード入力ボタンがあり動解析のシリアルとＡコードを入力すれば

再インストールすることなく動解析の製品版が使えるようになります。 

 

 



 

コマンド選択メニューを終了する場合はダイアログ右上の［×］ボタンをクリックして終了

してください。 

 
 
◇ＣＡＤ通信機能を設定してみよう 

計算結果をＣＡＤに出力したい場合はＣＡＤ通信設定でリストボックスから通信先の  

ＣＡＤを選択しておきます。 

 

 
 

 

 

 

通信先のＣＡＤは作図を実行する時点で起動されていればいいのであらかじめ起動して 

おく必要はありません。また各コマンドの環境設定から通信先を変更することもできます。 

 

 

 

作図したいＣＡＤを選択する 

体験版情報は隠している



 

◇バージョン情報／アップデート設定やサポート情報を見てみよう 

 

［バージョン情報／アップデート設定］ボタンをクリックするとお使いのＣＡＤＴＯＯＬの

バージョンやシリアル番号が確認できますのでサポートを受ける際にはこれらもお伝えく

ださい。 

 

 

 

この［バージョンアップ・アップデート設定］タブではライブアップデート（インターネッ

トを利用したアップデート）の設定や手動アップデートができるようになっています。 

 

ここにある［認証情報削除］ボタンをクリックするとシリアル番号やＡコード情報を削除す

ることができます。ライセンスを変更するときなどに使用します。 

 

さらに［サポート情報］タブを開くと発売元のキャデナス・ウェブ・ツー・キャド株式会社

のホームページやＣＡＤＴＯＯＬ／ＩＳＯＴＯＯＬの製品紹介のＵＲＬなどが確認できま

す。 

 

 

 

 



 

フレーム構造－立体 
◇門形ラーメンの計算 

●ＳＴＥＰ１（節点・支持条件の設定） 

新規に計算するのでスタートアップダイアログの［０からスタート］をクリックします。 

 

 

 

初回起動時には画面一杯にウインドウが表示されますので必要に応じてウインドウ右下を

ドラッグして大きさを調整してください。 

 

起動時はメインのタブが［入力データ］で入力タブが［節点・支持］となっています。ここ

で［追加］ボタンをクリックしてデータ入力ボックスを表示し、座標を入力して支持条件を

選択していきます。 

 

他の設定も含めてデータ入力ボックスの基本的な動作としては Windowsの標準の機能を使っ

てキーボードの［Tab キー］を押すと右のデータ入力ボックスにフォーカスが移動し、  

［Shift＋Tab キー］で左にフォーカスが移動します。また［Enter キー］を押すとデータ   

入力ボックスが下の行に移動し［Shift＋Enterキー］で上の行に移動するようになっていま

す。 

 

さらに節点・支持条件のデータ入力ボックスでは最下行にある場合に［Enter キー］を押す

と新しく行を追加してそこにデータ入力ボックスが移動するようになっています。 

  

また座標のデータ入力ボックスにフォーカスがある場合には［Ctrl＋Ｃキー］で座標値を 

コピーしてフォーカスを移動してから［Ctrl＋Ｖキー］で別の座標のデータ入力ボックスに

貼り付けることもできます。 

 

支持条件のリストボックスにフォーカスがある場合は上下矢印キーやマウスのホイールで

も選択できます。 

 

 これら機能を使えばキー操作だけで設定していくことができます。もちろん［追加］   

ボタンを押して新しい行を追加してもかまいません。 



 

ここでは４つの節点を設定し２カ所を全固定の支持条件とします。 

 

 

  
 

次に［材料・断面性能］のタブをクリックして材料の選択に進みます。 

 

●ＳＴＥＰ２（材料条件の設定） 

まず設定したい材料番号をスクロールボタン かその下のリストボック

スで選択しますがここではデフォルトの１のままとします。なお材料は最大２００まで設定

できるようになっており、材料番号毎に材料名称が設定できるようになっていますので使う

材料の種類が多い場合は材料名称を設定しておくと良いでしょう。材料名称を設定しておく

とリストボックスに材料番号と一緒に表示されますのでどのような材料でどの部分に使う

材料なのかが分かるような材料名称を付けておくと便利です。 

 

材質はデータファイル管理機能でパス設定を行うことでサーバー等に置いた任意の材質 

データファイルを参照することができ、その切り替えを材質フルパス名称右のリストボック

スで行います。パス設定が未設定の場合は［標準（ローカルマシン）］がデフォルトとなり

変更もできないようになっています。通常はこのまま使ってください。 

 

材質グループは材質データがグループ単位で切り換えられるようになっている機能で「構造

解析一般」が従来の標準の材質データになっていますのでそのままにします。なお材質  

グループの詳しい機能は後で説明します。 

節点座標を入力するとそ

の位置に節点を示す点と

［追加］ボタンを

クリックして表示

されたデータ入力

イメージ上での処理のための作業領域はひとまず非



 

次に材質を選択します。ここではデフォルトで表示されている「SS330」にしておきますが

どのような材質が設定されているか見ておいてください。続いて［形状選択］ボタンを    

クリックするか断面性能の表を適当にクリックします。 

 
断面形状選択のダイアログが表示されますので断面形状、サイズを選択します。ここでは 

断面の向きが計算結果に大きく影響するように平鋼の５０×１２を選択してみます。 

 

 

 

断面形状データもデータファイル管理機能でパス設定を行うことでサーバー等に置いた 

複数の断面形状フォルダを参照することができ、その切り替えを断面形状フォルダ名称下の

リストボックスで行います。パス設定が未設定の場合は［標準（ローカルマシン）］が    

デフォルトとなり変更もできないようになっています。通常はこのまま使ってください。 

 

選択した断面形状の断面性能が表示されますので確認してそれで良ければ確定ボタンを 

クリックします。すると材料Ｎｏ１のところに選択した断面形状の断面性能が表示されます。 

 

 

後で説明する



 
なお［フレーム構造解析１２］から材料番号毎に部材表示色を設定して構造イメージを色分

け表示できるようになっており、個々の表示色は断面形状選択ダイアログの右下のＲＧＢ入

力欄で設定することができます。また表示色を一覧から選択したりまとめて部材表示色を設

定する方法もありますので詳細は後で説明します。 

 
次に［構造要素］のタブをクリックして要素を設定します。 

 
●ＳＴＥＰ３（構造要素の設定） 

節点と同様に［追加］ボタンをクリックするとデータ入力ボックスが表示されますので  

リストボックスから始点節点と終点節点を選択します。材料番号は先ほど設定した１のまま

にしておき、部材回転角も０のままにしておきます。ここでも［Tabキー］や［Enterキー］

でデータ入力ボックスのフォーカスや行の移動ができ最下行で［Enter キー］を押すと自動

的に新しく行を作ってそこにデータ入力ボックスが移動します。 

また節点と同様に［追加］ボタンを押しても行末に新しく行を追加してそこにデータ入力 

ボックスを移動させます。 

 

ここでは１－２,２－３，３－４の３つの要素を設定します。 

 

 

 

要素が設定されると構造イメージに要素が表示されますので確認してください。 

良ければ［荷重パターン条件］のタブをクリックして荷重条件を設定します。 

 



●ＳＴＥＰ４（集中荷重の設定） 

荷重パターン条件では最大５０の荷重パターン番号毎に集中荷重、分布荷重、モーメント 

荷重を設定することができ、荷重パターン番号毎に荷重パターンの名称も設定できるように

なっています。詳細な機能は後で説明しますが同じ構造で荷重条件だけ変えて計算したい 

場合に便利な機能になっています。 

 

ここではデフォルトの荷重パターンは１のままで節点２にＸ軸方向の荷重を１００Ｎかけ

てみます。設定欄の節点２の行をクリックするとそこにデータ入力ボックスが表示されます

ので荷重値を入力します。 

 

 

 
 

荷重を設定すると構造イメージにも荷重のイメージが表示されます。また加速度条件も荷重

パターン毎にここで設定できるようになっています。デフォルトはＧｚが－１（重力に相当）

になっていますがとりあえず全て０にしておきます。 

 

この条件で［計算実行］ボタンをクリックして計算を実行してみます。 

この条件で計算を実行する 加速度条件は全て０にしておく

集中荷重を設定したい節点の行をクリック

するとデータ入力ボックスが表示されるの

でそこで荷重値を入力する 

荷重値を入力するとそれに応じた

荷重イメージが表示される。 



 

●ＳＴＥＰ５（計算実行） 

これで計算条件の設定ができましたので［計算実行］ボタンをクリックして計算させます。 

 
 

 
 

計算は瞬時に完了して[計算結果]のタブに切り替わり［節点の変位・反力］のタブが表示さ

れます。ここに最大総変位などの計算結果が表示されるとともにイメージにも変形した構造

のイメージが表示されます。 

 

変位や反力の表示欄を横にスクロールしたり［ﾓｰﾒﾝﾄ・応力・座屈］のタブをクリックして

他の計算結果も見ておいてください。またこの例の最大総変位が約５ｍｍというのを覚えて 

おいてください。 

なおこのデータはサンプルフォルダに右下に示すファイル名で入っていますので参考に 

してみてください。 

（Tutorial01.KS12） 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   門形ラーメンの計算 終了 

 

最大変位は約５ｍｍと覚えておこう

変形した形状が表示される 

ここに計算結果が表示

されるのでタブを切り

替えて確認しておく 



 
◇部材座標を理解しよう。 

●ＳＴＥＰ１（門形ラーメンの面を移動させて計算してみよう） 

最初にＸＺ面に作った門形ラーメンをＹＺ面に移動してみて計算結果を比較してみましょ

う。 

［入力データ］タブをクリックして［節点・支持］タブを表示します。ここでＸとＹの座標

を入れ替えてみましょう。 

 

 

 

構造のイメージは直ちに更新され門形ラーメンがＹＺ面に移動したことが分かります。 

続いて荷重パターン条件のタブを開き、集中荷重の向きも変更しておきましょう。 

 

 

節点３，４のＸ座標と

Ｙ座標を入れ替える 

荷重もＸとＹを入れ替

えて向きを直しておく 

梁がＹ－Ｚ面に移動

したのが分かる 



 

この条件で計算してみましょう。ＸとＹが入れ替わっただけのように見えますが最初のもの

と同じ結果になるでしょうか？ 

 

 

 
最大総変位がさきほどの約５ｍｍから約０．６ｍｍと大きく変わってしまいました。 

 
●ＳＴＥＰ２（部材座標を表示してみよう） 

この原因は部材の向きにあります。わかりやすいようにプルダウンメニューの［環境設定］

＞［イメージ表示条件設定］をクリックしてイメージ表示条件設定ダイアログを開いて部材

座標を表示する設定に変更してみましょう。 

 

なおイメージ左上の[表示切替>]ボタンをクリックしても同じダイアログを開くことができ

ます。さらにその右にある［部］のボタンをクリックすると部材座標のみ［表示］＞［強軸

のみ太く表示］＞［非表示］をワンタッチで切り換えることもできます。 

 

 

前回の最大変位は約５ｍｍだった

がこの例では約０．６ｍｍと大きく

変わってしまった 



 

 

 
ここでは強軸のみ太く表示もチェックしておきます。 

 

イメージ表示条件設定を変更して［確定］ボタンをクリックすると各構造要素の中央に部材

座標が表示されます。 

 

 

 
部材座標は要素の中央に表示され赤がＺB となります。平鋼断面の部材座標と要素の部材 

座標を見ると２本の柱には曲がりにくい方向に部材が使われているのが分かります。 

 

部材座標が表示され強軸方向が

太く表示されている 

平鋼の部材座標、Ｚ軸が強軸 

柱の平鋼が曲がり

にくい方向に使わ

れている 



 

なお［ＣＡＤＴＯＯＬフレーム構造解析］では断面２次モーメントの大きい軸を強軸として

います。また断面２次モーメントは軸回りの値で設定していますので、このように平鋼では

部材座標のＺ軸が強軸となります。曲がりにくい方向とは９０°異なりますので注意してく

ださい。 

 

ここで全体座標と部材座標、部材回転角の関係を確認しておきましょう。 

 

 
部材回転角が０のデフォルト条件では垂直以外の部材はＺB が上方向に向くように配置され

ます。 

 

したがって梁の部材はＸＺ面の場合もＹＺ面の場合も同じになります。部材が垂直の場合は

ＹB が全体座標のＹ軸方向に配置されますので最初のＸＺ面の場合は柱が曲がりやすい方向

に配置されていたのが分かります。節点の座標を変えても柱の部材の方向は変わりませんの

でＹＺ面にしたときは柱の平鋼が曲がりにくい方向で使われていました。 

 

では柱の向きを曲がりやすい方向に変えてみましょう。部材の向きを変えるには構造要素で

部材回転角を変更しなければなりません。 



 
●ＳＴＥＰ３（部材回転角を変更してみよう） 

構造要素の設定に戻って柱の要素の部材回転角を９０°に設定します。イメージの部材座標

の表示も変更されますので確認してください。 

 
この条件でもう一度計算してみましょう。 

 

 

部材座標のＺ軸が

回転しているのが

分かる 

柱の要素の回転角

に９０を入力する 

最大総変位が最初の計算と

一致したのが分かる 



 
最大総変位が最初の計算と一致しました。その他の計算結果も各自で比較してみてください。 

 

［フレーム構造解析７］から断面形状の表示機能もつきました。部材座標と同じ位置に断面

形状のイメージを表示することができるので部材座標だけでは分かりにくい場合は断面 

形状を表示させると良いでしょう。 

 

プルダウンメニューの［表示］やイメージ左上に並んだ小さなボタンでいろいろと表示を 

切り換えることもできますので、構造要素を設定する場合は必要に応じて部材座標や断面 

形状を表示して設定すると分かりやすくできるでしょう。 

 

部材座標もプルダウンメニューの［表示］で［部材座標］をクリックしても表示できるよう

になっています。 

 

 

 
このように［フレーム構造解析］では部材の向きが計算結果に大きく影響しますので部材 

座標を良く理解して構造要素を設定するようにしてください。 

（Tutorial02.KS12） 

部材座標の位置に断面形状

を表示すると向きが分かり

やすい 

部材座標の表示・非表示は 

プルダウンメニューの［表示］

で切り替えることもできる 



 

●ＳＴＥＰ４（分布荷重をかけてみよう） 

今度は横方向の梁の部分に分布荷重をかけてみます。まず［荷重パターン条件］のタブを  

開きさらに［分布荷重］のタブを開きます。 

 

このタブにある傾斜要素対象長さの［基準軸投影長］と［実長］の選択は傾斜している要素

にかけた分布荷重がどの長さを対象としているかの選択になります。 

 

極端な例として垂直（Ｚ方向）の柱に垂直方向の分布荷重を設定した場合、［基準軸投影長］

を選択すると基準軸のＸ軸あるいはＹ軸の柱の投影長はどちらも０なので要素にかかる 

総荷重は分布荷重×投影長（＝０）で総荷重も０になってしまいます。 

 

［実長］を選択すると総荷重（＝分布荷重×柱の長さ）が垂直方向にかかるようになります。 

 

なお今回の構造は基準軸に対して傾斜していないのでどちらを選択しても関係ありません。 

 

 

 

ここでは下向きに分布荷重をかけたいので要素２のＺ軸の入力欄に－１（Ｎ／ｍｍ）を入力

します。梁の部分の長さは２０００ｍｍなので梁全体に２０００Ｎの下向きの荷重がかかる

ことになります。 

 

イメージにも分布荷重のイメージが表示されますので、この条件で計算してみましょう。 

 

分布荷重のイメージが

表示される 

梁の要素２に下向き（Ｚ方向

マイナス）の分布荷重を設定

する 



 

 

 
今度は最大総変位が約５０ｍｍと大きな値になってしまいました。これは梁の部分にたわみ

やすい方向で平鋼が使われているためで、部材座標と一緒に断面形状も表示しておくと  

たわみやすい方向で使われているのがよく分かります。 

 

そこではりの部材回転角も変更してたわみにくい方向にしてみましょう。 

 

 

 
構造要素の設定に戻って要素２の部材回転角も９０°にしてみます。部材座標も強軸方向が

水平となり、断面形状を見ても垂直方向にたわみにくい向きになっているのがよく分かりま

す。ではこの条件で計算してみましょう。 

梁の部分はたわみやすい向きに

平鋼が使われているので最大総

変位が非常に大きくなっている 

梁の要素２の回転角にも

９０を入力する 
梁の平鋼がたわみにくい

向きになったのが分かる 



 

 

 

今度は最大総変位が約７ｍｍとかなり小さくなりました。柱のところでも述べましたがこの

ように部材座標は３次元のフレーム構造解析で重要な意味を持っていますので、全体座標と

部材の向き、および部材の回転角によって部材座標がどのように設定されるかを良く理解し

ておいてください。 

 

また全体座標と構造が重なって見にくい場合はイメージ表示条件設定ダイアログかプル 

ダウンメニューの［表示］あるいはイメージ左上の［全］ボタンで表示非表示や表示位置も

変えられますので必要に応じて全体座標も見やすい位置に配置してください。 

 

なお要素数が増えてくると部材座標や断面形状を表示しているとイメージの操作（移動や 

拡縮など）が重たくなる場合がありますので必要のない時は非表示にしておくと良いでしょ

う。 

 

また［フレーム構造解析９］から反力イメージも表示されるようになりましたがこれも不要

な場合はイメージ表示条件設定で非表示にできます。 

（Tutorial03.KS12） 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   部材座標を理解しよう 終了 

全体座標の表示位置

も見やすい位置に変

えておく 

最大総変位がかなり

小さくなったのが分

かる 



 
◇ＵＮＤＯ・ＲＥＤＯ機能を使ってみよう。 

ＵＮＤＯ（アンドゥ）機能とは入力や編集などの操作をやり直すことができる機能で、   

ＲＥＤＯ（リドゥ）機能とはＵＮＤＯでやり直した処理を元に戻す機能です。［フレーム  

構造解析７］以前は節点・支持条件や構造要素を行単位で削除したときに最大１０回の  

ＵＮＤＯ機能がありましたが［フレーム構造解析８］からは節点の座標値や荷重値等の数値 

入力、構造要素の編集、通りコピーやＤＸＦ取込など構造計算に関係する設定について回数

が無制限のＵＮＤＯ・ＲＥＤＯ機能を盛り込みました。 

 

起動時や［新規］ボタンをクリックしたとき、既存データを読み込んだ場合はＵＮＤＯ情報

がありませんのでボタンがグレーになって使えないようになっていますが、データ入力等で

ＵＮＤＯ情報を取得するとＵＮＤＯボタンが使えるようになります。またＵＮＤＯを実行す

るとＲＥＤＯボタンが使えるようになります。 

 

ここでは前の部材座標の続きとしてＵＮＤＯボタンを２回クリックしてみます。 

 

 
 

データ入力ボックスで数値を入力した場合は１文字ずつＵＮＤＯ情報に取得されるので 

ＵＮＤＯ１回目では“９０”だった回転角が後から入力した“０”が取れて“９”になり   

２回目で“０”になります。必要であればこの条件で計算することもできます。 

ではさらに続いて２回ＵＮＤＯしてみます。 

回転角が０に戻った 



 

 

タブの操作もＵＮＤＯ情報に取得されているので自動的にタブが切り替わり分布荷重が０

に戻りました。さらにＵＮＤＯを続けていくと最初の操作まで戻り、ＲＥＤＯでＵＮＤＯを

始めた時点に戻ってくることができます。ＵＮＤＯ・ＲＥＤＯの操作は簡単なので後で説明

するＤＸＦ読込や通りコピーなどでも随時各自で試してみてください。またショーカット 

キーに登録（デフォルトはＣｔｒ＋ＺでＵＮＤＯ、Ｃｔｒ＋ＹでＲＥＤＯが登録されている）

してキーボードから実行することもできます。 

ＵＮＤＯ情報がある時に計算条件で単位を変更すると次のメッセージが表示されます。 

 

ここで［ＯＫ］をクリックすると単位が変更されますがＵＮＤＯ情報もクリアされますので

注意してください。 

ＵＮＤＯ・ＲＥＤＯ機能があると設定条件を編集しておかしくなってもＵＮＤＯ機能で簡単

に元に戻ってやり直すことができ、戻り過ぎてもＲＥＤＯ機能で元に戻せますのでデータ 

編集に安心感が出たと思います。ただし重要なデータの場合は必要に応じてその都度保存し

ておくとさらに安心です。 

またイメージ表示条件、印刷条件等、構造計算とは関係ない設定についてはＵＮＤＯ・   

ＲＥＤＯ機能は働きませんので注意してください。 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   ＵＮＤＯ・ＲＥＤＯ機能を使ってみよう。終了 

自動的に分布荷重のタブに切り

替わり分布荷重が０に戻った 



 

◇個別要素詳細を見てみよう。 

分布荷重をかけた例では最大総変位は約７ｍｍでしたが計算結果の［節点の変位・反力］で

は最大変位は節点２と３の約３ｍｍしか分かりません。イメージ図を見ると２－３の要素の

中央が大きく変形していますので、この部分で発生していると予想はつきますが節点が無い

ため具体的な計算結果は分かりません。 

 

 

 
ではなぜこの最大総変位７ｍｍが求められるかというと［フレーム構造解析］では変位図や

モーメント線図をなめらかに表示するため一つの要素をさらに区切って内部節点を設けて

計算しているため要素の中間部で発生している最大総変位が求められるのです。 

 

その内部節点の計算結果を見るには［個別要素・通り別］タブを開き、さらに［個別要素   

詳細］タブを開いて表示要素番号で２を選択します。要素番号が分かりにくい場合はプル 

ダウンメニューの［表示］から［要素番号］をチェックして要素番号を表示すると良いでし

ょう。部材座標と同様にこの［表示］メニューでいつでも要素番号の表示の ON/OFF ができ

るようになっています。またイメージ左上の［要］ボタンでも表示の切り替えができます。 

 

“選択要素の強調表示”がチェックされていると選択した要素が太くハイライト表示される

ようになっています。 

 

ここの結果だけでは最大

総変位がどこで発生して

いるかわからない 

発生座標を見ると梁の中

央部で最大総変位が発生

していることが分かる 



 

 

 
個別要素詳細の計算結果では内部節点には[ ]がつくようになっていますのでこの要素 No2

には８，９，１０の３つの内部節点があることが分かります。この結果から内部節点の９で

最大総変位を発生していることが分かります。 

 

内部節点の数は［計算条件・単位設定］ダイアログにある計算精度の精度係数によって決ま

ります。プルダウンメニューの［環境設定］＞［計算条件・単位設定］をクリックして    

ダイアログを開き、計算精度を［標準］の精度係数４から［高］の精度係数８にして計算し

てみます。 

 

内部節点の９で最大変位が発生して

いるのがわかる 

梁の節点番号２を選択する 



 

［計算実行］ボタンの下にある［計算条件設定］ボタンでも同じダイアログが開きます。 

 

なお［立体構造解析３］以前でこのダイアログで設定していた自重条件の加速度条件は荷重

パターン条件に移動して、荷重パターン番号毎に異なる加速度を設定できるようになってい

ます。同じく従来の自重条件にあった“部材の自重を考慮”のチェックは廃止しています。

自重を考慮しない場合は荷重パターン条件にある加速度条件のＧｚを０にしてください。そ

の他の設定については後の環境設定で説明します。 

 

では計算精度を［高］にして計算してみます。計算が完了したらまた［個別要素詳細］の   

タブをクリックして表示要素番号で２を選択します。要素番号を選択する代わりにイメージ

上で要素をクリックしても選択することができます。 

 

 

 
このように計算精度の精度係数が一つの要素を分割する数になりますから［高］の精度係数

８では一つの要素が８個に分割され内部節点は７個できることがわかります。さきほどの 

計算精度が[標準]の精度係数４では４つに分割され内部節点は３つできていました。 

 

［フレーム構造解析］ではこのように内部節点を含めた節点を基準に計算していきますので

一つの要素内での計算結果を詳しく知りたい場合は計算精度を大きくする必要があります

が、構造全体としてはそれほど大きな差にはなりませんのでむやみに計算精度を上げて計算

する必要はありません。 

内部節点の数が３から７に増えて

より詳細な計算結果が表示される 



 

それよりも特定の要素について注目している場合はその要素の節点を増やした方が［節点の

変位・反力］に計算結果が表示されるので便利です。 

 

要素の途中に節点を増やしたい場合は［構造要素］タブのイメージで処理から［節点挿入］

ボタンを押してからイメージ上で節点を挿入したい要素をピックします。 

 

 

 
要素を認識するとその要素の中間点に新しく節点を挿入して、自動で要素を一つ追加して 

前後の節点と要素をつなぎ直します。節点を追加すると計算結果がどう変わるか試してみて

ください。 

 

また［フレーム構造解析１０］から[構造要素]タブの“イメージで処理”に交差している要

素の交点に節点を設けて自動的につなぎ直す［交差節点］や後で説明する格子壁を削除でき

る［格子削除］の機能も追加されています。［フレーム構造解析１２］で追加された［節点

挿入２］はダイアログで位置を指定して節点を挿入する機能になります。 

 

これらの操作は特に難しいものではありませんので機会があれば試しておいてください。 

 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   個別要素詳細を見てみよう 終了 

 

節点を挿入したい要素

をピックすると中間点

に節点が挿入される 

イメージで処理の［節点

挿入］ボタンを押してか

ら要素をピックする 



 
◇構造作成ウィザードを使ってみよう 

建築物などではＸＹＺ方向に等ピッチで複数段の構造が良く見られます。これらの構造を 

一つ一つ入力していくのは手間がかかりますが構造作成ウィザードを使えば簡単に設定す

ることができます。 

 

構造作成ウィザードは［フレーム構造解析１０．１］から下記のように大幅に機能アップさ

れました。 

・従来は新規の構造だけしか作成できませんでしたが既存の構造がある場合にも追加作成が

可能になりました。 

・基準点座標を設定することにより原点以外の場所に構造作成が可能になり、追加作成機能

と合わせて同じ構造物を複数の場所に作成することもできます。 

・既存の構造と追加した構造で節点が重なったり要素が重なる場合は自動で節点を統合し、

二重要素は自動で削除します。また浮き節点となる場合も自動で要素に組み込まれます。 

・既存の構造がある場合は基準節点を選択することにより基準点座標を設定することができ

ます。 

・ＸＹ、ＸＺ、ＹＺの各面に対角要素（斜材）を作成できるようになりした。 

・要素作成の有無を各軸、各面について個別に設定できるようになりました。 

・作成要素の材料番号、回転角、材料名称が個別に設定できるようになりました。 

・テンプレート機能により良く使う構造の設定を保存しておき、後からその設定を読み込ん

で同じ構造を作成することができます。 

 

これらの機能を使うと下記のような構造も構造作成ウィザードだけで作成することができ

るようになります。 

 

 

ここでは構造作成ウィザードで簡単な構造を作成して説明を続けていきます。 



 

既存の設定が残っている場合は[新規]ボタンをクリックすると次のメッセージが表示され

ますので［はい］をクリックして現設定データを材料データも含めて全て消去しておきます。

ここで［いいえ］ボタンをクリックすると材料データのみ残せるようになっていますので 

材料に変更がない場合は［いいえ］をクリックします。 

既存のデータと同じ材料データを使う場合は一旦そのデータを読み込んでから［新規］＞ 

［いいえ］で材料データを残してから作業すると材料データを再設定する必要がなく効率的

に作業が行えます。特に使っている材料データの数が多い場合は便利なので覚えておくと 

良いでしょう。 

 

 
ではまず［節点・支持］タブにある［構造作成ウィザード］のボタンをクリックします。 

 

 

 

 

ピッチと段数を入力する 

ここのチェックは全て外しておく 



 

ここではＸ，Ｙ，Ｚ方向のピッチと段数を入力します。最初は要素を作成しないように要素

作成条件の［＊軸方向の要素を作成する］のチェックと対角要素作成条件の［＊＊面の対角

要素を作成する」のチェックを外しておきましょう。 

この条件で［新規作成］ボタンをクリックしてみます。 

 

 
 

この条件では節点のみが作成されました。また［Ｚ軸１段目を全固定とする］がチェックさ

れていたので一番下の段の支持の種類が［全固定］となっています。では構造作成条件を  

変更してみましょう。 

 
 

 

節点のみが作成されている 

チェックして要素を作成してみる このチェックは外しておく



 

［＊軸方向の要素を作成する］と［＊＊面の対角要素を作成する］をチェックして［Ｚ軸１

段目の要素は作らない］のチェックを外して［更新作成］ボタンをクリックしてみます。 

 

 
 

今度は各基準軸方向の要素と各面の対角要素も作成されました。しかし通常は最下段の支持

点間の要素は不用ですから、再度、［Ｚ軸１段目の要素は作らない］をチェックし、［＊＊面

の対角要素を作成する］のチェックも外して［更新作成］ボタンをクリックします。 

 

 

 

これをチェックして作成してみるこちらのチェックは外す 



 

 

 

このように構造作成ウィザードでは各種の作成条件が選択できるので大きな構造物でも 

比較的楽に設定することができます。 

 

また前述のように［フレーム構造解析１０．１］から大幅に機能アップされており多少複雑

な構造物でも単純な構造の組み合わせであれば追加作成機能を使って構造作成ウィザード

で作成できる場合もあると考えられます。 

 

さらに構造作成ウィザードで作成したものも後から自由に編集ができますのでアウトライ

ンだけを作成して後は手入力や修正して使うような方法も考えられます。 

 

構造作成ウィザードの活用次第では作業効率が大きくアップしますので工夫して使ってみ

てください。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   構造作成ウィザードを使ってみよう 終了 



 
◇支持の種類を変更してみよう 

構造作成ウィザードで設定できる支持の種類は全固定だけですが後から自由に変更できま

す。ここでは４つある支持点に異なる種類の支持を設定してみましょう。支持条件を変更す

る節点の行をクリックするか、イメージ上で節点をピックするとその節点の入力ボックスが

表示されるようになっていますのでそこで変更します。 

 

 

支持の種類を変更すると構造イメージの支持のイメージも変更されます。 

支持の種類の選択ボックスが出ている時に支持の種類の項目の上にある［支持解説>>］  

ボタンをクリックすると次に示す支持の種類の一覧表が表示されます。 

 

Ｚ解除：Ｚ方向

のみ移動可能 

Ｘ解除：Ｘ方向

のみ移動可能 
Ｙ解除：Ｙ方向

のみ移動可能 
ピン支持：位置は動か

ないが回転は自由 



 

この一覧表には各支持の種類の説明が表示されますのでそれを参考に選択したい支持の 

種類の行をクリックするとそれが選択できます。↑↓キー選択して［Enter］しても選択で

きます。キャンセルしたいときは［ESCキー］を押します。 

 

では材料・断面性能は今までと同じ平鋼とし加速度は全て０で節点５にＸ方向の集中荷重を

１００Ｎかけて計算してみます。 

 

 

 
 支持の種類に応じた移動可能な方向のみ支持点が変位しているのが分かります。支持の 

イメージは多少わかりにくいものもありますがどの種類の時にどんなイメージなってどの

ような変位をするのかいろいろと試してみてください。 

（Tutorial04.KS12） 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   支持の種類を変更してみよう 終了 

 

解除している方向のみ

支持点に変位が発生し

ているのが分かる 



 
◇バネ支持を使ってみよう 

今度は４つある支持点を全てバネ支持にしてみます。 

 

 
バネ支持を選択した場合は［バネ支持・柱脚］タブをクリックすると支持条件で設定した数

のバネ定数設定欄が表示されていますのでバネ定数を入力する設定欄をクリックして  

データ入力ボックスを表示してバネ定数を入力します。 

 

 

 

 

 

支持点は全てバネ支持

に変更する 

支持のイメージが

バネに変わる 

１行目を入力したらこのボタンで同じバネ定数を適用する 



 

バネ支持は通常は構造物の基礎等のモデルに使用しますので比較的大きな値を入力します。 

 

また複数のバネ支持がある場合に各軸について同じバネ定数の場合は先頭の行のみ入力し

て［先頭の値を全てに適用］ボタンをクリックすると、それぞれの軸のバネ定数を全て先頭

の値にそろえることができ、いちいち入力する手間が省けます。 

 

では全てのバネ定数を１０００Ｎ／ｍｍとしてこの条件で計算してみます。 

 

 

 
支持点にかかる反力が変位量×バネ定数になっているのが分かります。また変位と反力の向

きが反対になるので変位と反力の符号が反転しているのも確認できます。 

 

いろいろとバネ定数を変えてみて支持点の変位や反力がどうなるのか試してみてください。 

 

なおバネ支持では回転方法に関してはフリーのピン支持と同じ扱いになります。また回転 

バネ支持を設定したい場合は次で説明する柱脚を使います。 

（Tutorial05.KS12） 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

         バネ支持を使ってみよう 終了 

反力＝変位量×バネ定数

になっているのが分かる 

カラム幅を変えて変位

と反力が同時に見える

ようにしている 



 
◇柱脚（回転バネ支持）を使ってみよう 

柱脚は［フレーム構造解析９］から追加された支持の種類で回転バネ支持になりますが主な

用途が露出型柱脚になりますので柱脚という名称になっています。では４つの支持点に柱脚

を選択します。 

 

 

 

柱脚を選択した場合は［バネ支持・柱脚］タブをクリックすると支持条件で設定した数の  

回転バネ定数設定欄が表示されていますので回転バネ定数を入力する設定欄をクリックし

てデータ入力ボックスを表示して回転バネ定数を入力します。 

 

 

 

ただし柱脚の回転バネ定数は基礎の寸法やアンカーの数などから求めるものなので、あらか

じめ求めておかないと入力できません。そこで［フレーム構造解析１０］から専用のダイア

ログをつかって回転バネ定数を比較的簡単に求めることができるようになっています。 

支持の種類に柱脚を

選択する 

これが柱脚の

支持イメージ 



 

ではここにある［柱脚］ボタンをクリックしてみますが、このボタンはデータ入力ボックス

が表示されていないとグレーアウトして押せなくなりますので押せない場合は先に設定欄

をクリックしてデータ入力ボックスを表示してください。 

 

［柱脚］ボタンをクリックすると次の露出型柱脚の回転バネ定数の計算ダイアログが表示さ

れます。 

 

   

 

左側は計算に使う柱脚の寸法や計算式およびその記号の説明の参考図になります。これを元

に右上の入力データの入力欄に数値を入力すると直ちに計算が実行され右中段に回転バネ

定数の計算結果が表示されます。 

 

なお最初は標準的な数値がデフォルトで入っていますので必要な数値のみ直せば良いと 

思います。またここでの回転バネ定数の単位はＳＩ単位のＮ・ｍｍ／ｒａｄで固定になって

おり、さらに桁数が多いので指数表示になっていますが、指数は１０の６乗の表示なので 

計算結果の枠内の数値だけみればｋＮ・ｍ／ｒａｄの単位の回転バネ定数となります。 

 

回転バネ定数が求められましたら反映ボタンでデータ入力ボックスに反映させます。これら

のボタンに表示してあるように［Ｘ・Ｙ軸回り両方に反映］ボタンでは同じ回転バネ定数を

Ｘ軸回りとＹ軸回りに反映させ、その下のボタンで個別に反映させることができます。 

 

また［フレーム構造解析１２］では［計算条件ＥＸＬ出力］ボタンが追加されており計算条

件を参考図のイメージ付きでエクセル出力できるようになっています。 

 

ここでは［Ｘ・Ｙ軸回り両方に反映］ボタンをクリックして、さらに先ほどと同様に［先頭

の値を全てに適用］ボタンをクリックして、それぞれの軸回りの回転バネ定数を設定します。 



 

 

 

上に回転バネ定数を設定した例を示しますが、ここの回転バネ定数の単位は［計算条件・  

単位設定］で設定している荷重および長さの単位が使われます。ただし角度はラジアン(rad)

で固定です。ではこの条件で［計算実行］ボタンをクリックして計算を実行してみましょう。 

 

 

 

ここで説明に使っている構造は柱脚を使うような建物に比べかなり小さく材料が平鋼のま

まで弱いので柱脚と全固定で変位を比べてみましたがほとんど差がありませんでした。 

前述の回転バネ定数計算ダイアログの参考図にあるような基礎を実際に使っている構造物

であれば回転バネ支持は全固定とピン支持の中間の支持条件となりますので機会があれば

試してみてください。 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   柱脚（回転バネ支持）を使ってみよう 終了 



 
◇強制変位を使ってみよう 

今度は節点４の支持条件に強制変位を選択してみます。 

 

 

 

強制変位を選択した場合も［強制変位］タブをクリックすると強制変位を設定した数の設定

欄が表示されますので必要な条件を設定します。 

 

 

 

強制変位とは特定の節点を設定した変位量だけ強制的に動かすもので、動かしたい変位や 

変位角を入力します。 

 

では強制変位のＤｆＸに８、ＤｆＹに２、ＤｆＺに４と適当な値を入力して、強制変位角は

空欄のまま計算してみます。 

支持の種類に強制変位

を選択する 

これが強制変位の

支持イメージ 



 

 

 

このように節点４の変位量が強制変位で設定した変位量になっているのが分かります。  

カラム幅が変わって見にくい場合はカラム幅を元に戻すには［カラム幅リセット］ボタンを

クリックしてください。 

 

強制変位の設定では空欄も自由という設定条件の一つになり、０は強制的に変位０とするこ

とになりますから固定条件となり、全てが空欄であれば支持条件の自由と同じとなり、全て

に０を入れると全固定、変位の欄だけ０とするとピン支持と同じ支持条件となります。 

 

したがって強制変位を利用することにより、たとえばピン支持の逆で回転だけを固定して 

変位はフリーというような標準の支持条件にない特殊な支持の仕方も設定できるようにな

ります。これもいろいろと条件を変えて支持点の動きがどうなるのか試してみてください。 
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―――――――――――――――――――――――――――――― 

   強制変位を使ってみよう 終了 

 

強制変位で設定した

変位量になっている

のが分かる 



 
◇＊±自由を使ってみよう 

ここでは支持の種類の［＊±自由］を使ってみます。［＊±自由］というのは“＊”軸方向

の＋か－方向に動くときは全方向で“自由”になり、逆方向の場合は固定されるという意味

になります。また全方向の回転は自由となりますので固定される場合は［ピン支持］と同じ

扱いになります。 

 

ここでは節点１と４に［Ｚ＋自由］を選択し節点２と３はピン支持を選択しておきます。 

支持の種類を［Ｚ＋自由］では上方向（Ｚ＋）に変位する場合は自由となり下方向（Ｚ－）

に変位する場合は固定になります。この動作から節点を床に置いたような支持条件になるの

で支持イメージも床に置いたような形状に変更されます。 

 

 

 

荷重条件から予想される動きとしては、節点１は浮き上がる（Ｚ＋方向へ変位）ので自由と

なり節点４は下向き（Ｚ－）の荷重がかかって固定されピン支持扱いになると考えられます。 

 

なお全ての支持点を［Ｚ＋自由］とすると計算過程で不安定な動作となりエラーとなってし

まいます。［＊±自由］はある程度動きが予想できるものだけに限定して使ってください。 

 

ではこの条件で計算を実行してみます。 

 

節点１と４の支持

の種類にＺ＋自由

を選択する 

これがＺ＋自由の

支持イメージ 



 

 

 

イメージを見ても分かりますが節点１が浮き上がったため［Ｚ＋自由］の支持条件から自由

となって大きく変位しています。 

 

また［フレーム構造解析１２］では［＊±固定］という支持の種類が追加されており［＊±

自由］とは逆に［＊±］方向に動くときだけその方向が固定されるというもので反対方向に

動くときは自由となります。 

 

なお計算を実行したときに計算の進行を示すプログレスバーが点滅したように見えると 

思います。［＊±自由］や［＊±固定］は何回か計算を繰り返して自由にするかどうかを判

断していますのでプログレスバーもその都度表示されて点滅したように表示されてしまい

ます。 

 

このように［＊±自由］や［＊±固定］は支持条件を変えながら複数回の計算を行いますの

で全ての支持に［＊±自由］や［＊±固定］を選択してしまうと、実際には安定するような

条件でも計算過程で不安定な支持条件となってしまい前述のようにエラーが発生する場合

があります。この辺の動作を留意しながら使ってみてください。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   ＊±自由を使ってみよう 終了 

 

節点１が大きく変位

しているのが分かる 



 
◇トラス部材を使ってみよう 

［フレーム構造解析１２］では部分的に両端をピン接合としたトラス部材を使うことができ

ます。まず［節点・支持］のタブで支持の種類を全固定に戻しておき、［材料・断面性能］

のタブをクリックします。 

次にスクロールボタンの［>］ボタンをクリックして材料番号を２に進めます。このスク  

ロールボタンの操作は［<］［>］で前後に一つずつ進み、［<<］［>>］は前後の未設定の材料

番号は飛ばして設定済みの材料番号に進み、［|<］は材料番号１、［>|］は最後の材料番号 

２００に進みます。 

 

 

 
なお設定する材料の数が多くなってきたら材料名称を入力しておくとリストボックスに 

材料番号と材料名称が一緒に表示されるので選択するときに分かりやすくなります。 

 

［形状選択］ボタンをクリックして断面形状選択ダイアログで等辺山形鋼の２５×２５×３

を選択し、さらに［トラス部材］の欄をクリックして［トラス部材とする］という表示にし

ておきます。 

 

［フレーム構造解析１１］から［材料・断面性能］タブに［トラス部材色分け表示］ボタン

が追加されています。このボタンが押されていると通常、黒で表示される構造要素がトラス

部材はマゼンタ、ブレース材は赤で表示されます。また要素番号にはトラス部材は“Ｔ”、

ブレース材は“Ｂ”が要素番号の前に付いて表示されます。 

 

ここをクリックして

［トラス部材とする］

を表示しておく 

このスクロールボタン

で材料番号を２に進め

ておく 

支持の種類は全固定

に戻しておく 



 

なおこのボタンが押されていても計算実行後は構造要素の色は黒に戻りますが要素番号に

は“Ｔ”、や“Ｂ”が付いた状態で表示されます。 

 

次に［構造要素］のタブをクリックして使用するトラス部材の要素を設定します。ここでは

マウスを使ってイメージ上で要素を追加してみましょう。 

 

 

 
まず［イメージで処理］の［追加］ボタンを押しておきます。 

 

マウスをイメージ上の節点１の上に持っていき節点を認識して緑の○が表示されたら  

マウス左クリックします。 

 

うまく節点を認識すると要素が新しく追加されてデータ入力ボックスが表示され、始終点の

節点番号には１が選択されます。 

 

マウス左ボタンを離してマウスを動かすと赤いラバーバンドが節点１からマウスの位置に

表示されます。 

 

ここでマウスを終点とする節点６の上までもっていきます。 

 

始点が取得できたら

赤いラバーバンドが

出るので終点までマ

ウスを移動する 

イメージで処理

の［追加］ボタン

を押しておく 



 

 

 
終点の節点を認識すると節点に緑の○が表示され赤いラバーバンドが緑色に変わりますの

で、マウス左ボタンを再度クリックします。正常に終点を取得すると終点Ｎｏに６が入り 

要素の設定が確定します。 

 

なお［立体構造解析３］以前のイメージで処理の操作は始点を認識したらマウス左ボタンを

押したままドラッグするようになっていましたが［フレーム構造解析７］以降は一旦マウス

左ボタンを離して終点の指示になりますので注意してください。 

 

同様にして要素１０に節点３－８を設定し、追加した２つの要素の材料番号をトラス部材と

して設定した材料２の２を選択しておきます。 

 

イメージ表示条件設定かイメージ表示枠の上にある［材］ボタンをクリックして材料番号を

表示すると斜材の材料番号２であることがイメージでも確認できます。 

 

終点の位置にマウス

を持っていく 



 

 

 
これで斜材にトラス部材が設定できましたのでこれで計算してみます。 

 

計算結果が表示されたら［環境設定］の［イメージ表示条件設定］か［表示］メニューで   

曲げモーメント線図を表示してみます。トラス部材には曲げモーメントが発生していないの

が分かります。 

 

また［モーメント・応力・座屈］タブで実際にトラス部材にどのような計算結果が出ている

かも確認してみてください。 

 

新しく追加した２本

の斜材の材料番号に

トラス部材とした２

を選択する 



 

 

 

これで［計算実行］ボタンをクリックするとラーメン部材とトラス部材が混在した構造の 

計算ができます 
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なお［フレーム構造解析１２］ではイメージ表示枠の上にある［My］ボタンでも［部材Ｙ軸

モーメント線図］が表示でき、クリックする毎にモーメントの値を表示したり、単位を付け

て表示することもできるようになっています。 

 

同様にここにあるボタンは計算を実行すると使えるようになり、それぞれのボタンの意味は

［Rf］は反力、［Rm］は反モーメント、［δ］は変位、［Fx］は軸力、［M*］は部材＊軸モーメ

ント、［S*］は部材＊軸せん断力、［Mk］はそれぞれの計算結果に項目を付けて表示、［Ac］

は表示している計算結果のクリアで、これらのボタンでイメージ表示をワンタッチで切り替

えることができ、さらに計算結果もイメージ中に表示できるようになっています。 

 

 

追加したトラス部材の有無の影響を簡単に比較するのに材料番号を０にする方法があり 

ます。 

 

 

トラス部材は両端がピン接合

となるので曲げモーメントは

発生していない 

曲げモーメント線図を表示してみる 



 

 

 
材料番号を０にした要素は薄くイメージ表示され計算上はないものとして計算されます。 

 

引張りにしか強度に寄与しない斜材を使う場合には一旦計算を実行して、軸力が圧縮の場合

にその材料番号を０にして再度計算してみるなどの使い方もできます。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   トラス部材を使ってみよう 終了 

 
 
◇ブレース材を使ってみよう 

補強用の斜材には細長い丸棒のように引張りのみの補強材として使う場合があります。 

 

立体構造計算では最初から軸力が圧縮になるのか引張りとなるのかは分かりませんので、 

従来では一旦トラス部材として計算し軸力が圧縮になっている部材の材料番号を０として

再度計算するようなことをしなければなりませんでしたが、［立体構造解析３］以降では  

これを自動で行う機能がつきました。 

 

このような機能を持つ材料を［フレーム構造解析］では［ブレース材］と称して［トラス   

部材］とは区別して扱います。では［材料・断面性能］のタブを開いて材料番号２のトラス

部材の行をクリックして［ブレース材（圧縮無効）］を表示させます。 

材料番号を０にするとその要素は無いものとして

扱われ要素のイメージも薄く表示される 



 

 

 
次に［構造要素］のタブを開き全ての柱に両方向の斜材を追加して、また全ての斜材の材料

番号にブレース材とした２を選択します。 

 

斜材を追加するにはイメージで処理の［追加］機能を使うと節点番号を意識することなく 

簡単に追加できますので操作に慣れておくと良いでしょう。 

 

 

 
計算実行ボタンをクリックすると節点数が少ないので一瞬ではありますが計算を複数回 

行って、直前の計算で圧縮力の大きいブレース材から順に材料番号を０にして次の計算を 

行い全てのブレース材で圧縮力が発生しなくなると計算を終了します。 

ここをクリックすると 

ラーメン部材：［適用はここをクリック］

トラス部材 ：［トラス部材とする］ 

ブレース材 ：［ブレース材（圧縮無効］

が順に切り替わる 

全ての斜材の材料番号は２を選択しておく



 

 

 
ここで要素毎のデータを見るために［モーメント・応力・座屈］のタブを開きます。ここか

ら要素１１，１２，１４，１５，１６の５つの要素の材料番号が０となり無効部材と表示さ

れているのが分かります。 

 

ブレース材を使うメリットは自動で無効にできるだけでなく、重量計算や自重の影響などは

２回目以降の計算で無効部材となったものでも有効になっているということです。最初から

無効部材とするとその要素は無いものとして扱われますので重量もその要素分は除かれ、 

その要素の自重の影響も無くなってしまいます。 

 

以上のような性質があるので用途に応じてトラス部材、ブレース材、材料番号を０にした 

無効部材を使い分けてください。 

 

なお一覧表の左上ある“詳細表示”をチェックすると計算精度で分割された内部要素の詳細

データも表示されるようになっています。またその右にある“イメージと連動して強調表示”

をチェックしておくとイメージ上の要素か一覧表をクリックすると連動してどちらも強調

表示されるので計算結果のチェックに便利です。この“イメージと連動して強調表示”は後

で説明する［材料別詳細］にもありますので試してみてください。 
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―――――――――――――――――――――――――――――― 

   ブレース材を使ってみよう 終了 

 

５本の斜材が無効部材

になったのが分かる 



 
◇材料集計を使ってみよう 

［材料集計］では材料名称別に使っている材料を集計することができます。今までの例では

使っている材料も少なく材料名称も付けていなかったので［材料・断面性能］のタブを開い

て次のように３種類の材料を設定します。 

 

材料番号 材料名称 断面形状 サイズ 

１ 主柱 Ｈ形鋼 100x100x6x8 

２ 主梁 みぞ形鋼 100x50x5x7.5 

３ 補強斜材 等辺山形鋼 50x50x5 

 

 

 

次に[構造要素]タブを開いて柱、梁、斜材にそれぞれの材料番号を適用します。 

 

材料番号と断面形状を表示しておくと間違いがないかよく分かります。 

 

またみぞ形鋼のように非対称形状の場合は始終点の節点によって断面の向きが変わって 

きます。 

 

計算結果には影響しませんが実際の形状に合わせたい場合は始終点の節点を入れ替えると

か部材回転角で回転させてください。 

 



 

 

材料集計は計算が実行されていなくても表示が可能です。［材料集計］タブを開いて材料  

集計表を見てみましょう。３タイプの集計の種類があり、別途総計を追加することができま

す。また材料集計専用の単位も設定できますので強度計算にはｍｍ単位、材料集計には  

ｍ単位という使い方もできます。 

 

また前述のように材料集計は計算実行前にも表示することができるので強度計算には関係

ない構造要素が含まれていて解析計算ではエラーが出るようなものでも材料集計は可能に

なっています。 

またこのタブが開いている状態で、後で説明する各種出力を行うと材料集計表を出力する 

ことができます。                        （Tutorial09.KS12） 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   材料集計表を見てみよう 終了 

材料番号と断面形状を表示して確認する 

みぞ形鋼のように非対称形状の場合は始終点の節点

番号を入れ替えると断面の向きが反転する 

集計の種類を選択する 

これをチェックすると

総計が追加される 



 
◇材料別詳細を見てみよう 

先ほどの材料集計で作成したデータで計算実行して［材料別詳細］タブを開いて材料番号 

毎の計算結果を見てみましょう。 

 

 

 

 
ここで詳細表示したい材料番号をリストボックスから選択します。“選択材料の強調表示”

をチェックするとイメージで選択した材料番号の要素が強調表示されるようになっていま

す。材料情報では材料名称や材質グループ、材質名称、断面名称、サイズ等が表示されます。

また中段には選択した材料番号での曲げやせん断の最大値なども表示されるようになって

います。 

 

このタブが開いている状態で、後で説明する各種出力を行うと材料別詳細データを出力する

ことができます。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   材料別詳細を見てみよう 終了 

曲げとせん断の最大値や発生

要素Ｎｏが表示される 

選択した材料番号の計算結果

が詳細表示される 

詳細表示したい材料番号を選択する 



 
◇エクセルでデータ編集してみよう 

節点・支持条件や構造要素、荷重条件等の設定データはそれぞれのタブにあるデータ表示欄

にデータ入力ボックスを表示させて１行単位で入力や編集をしますが、例えば支持の種類や

荷重値などをまとめて編集したい場合に対象となる節点数が多い場合には手間がかかりま

す。 

［フレーム構造解析１２］では次のボタンを使って設定データを一旦エクセル等の表計算  

ソフトにコピーして、そこで編集した結果をデータ表示欄に貼り付けることができます。 

 

 
では[節点・支持条件]のタブを開いて［コピーしてからエクセルを起動して貼り付け］   

ボタンをクリックしてみます。 

 

 



 

節点・支持条件では編集用に本来の設定データの下に全ての支持の種類がコピーされるよう

になっていますので支持の種類を変更する場合に使ってください。ここでは支持条件の  

［全固定］を［ピン支持］に変更してみます。 

 

編集が終わったら設定データをクリップボードにコピーします。コピーする範囲は設定  

データだけでも全てコピーしてもかまいません。ただしデータの項目名を貼り付けるときに

チェックしますので項目名は必ず含めてクリップボードにコピーしてください。コピーがで

きたら［クリップボードから貼り付け］ボタンをクリックします。 

 

このボタンをクリックしてクリップボード

のデータを貼り付ける 

支持の種類がピン支持に変わり

支持イメージも変わっている 



 
エクセルで編集した支持条件が貼り付けられたことが分かります。節点・支持条件以外も 

操作は同じです。注意する点は必ず項目名も含めてコピーすることで、選択する範囲が広い

分には問題ないので全選択でコピーしてもかまいません。 

 

また［フレーム構造解析９］からは起動した編集用のエクセルがある場合は新しいエクセル

は起動しないで起動中のエクセルにシートを追加してそこに貼り付けできるようになりま

した。毎回エクセルを起動するのではないので効率良く作業ができますがＯＳ環境や   

エクセルのバージョン等でうまく動作しない場合はオプション設定で従来のように毎回 

新しいエクセルを起動する使い方もできます。 

プルダウンメニューの［環境設定］＞［オプション設定］をクリックすると次のダイアログ

が表示されます。そこの［エクセル起動設定］を開くと解説とチェックボックスがあります

ので解説を参照して選択してください。 

 

 

またエクセル以外で編集する場合は［クリップボードにコピー］ボタンでクリップボードを

介して編集してください。テキストエディタ等を使う場合はデータがタブ区切りとなってい

ますのでタブ文字を表示させるなどしてスペースと間違えないように編集してください。 

 

なお、［クリップボードから貼り付け］以外のボタンは計算結果のタブにもあり、そのタブ

の計算結果表示欄の内容をエクセルに貼り付けたりクリップボードにコピーできます。計算

結果の一部を表計算ソフト等で利用したいような場合に使ってください。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   エクセルでデータ編集してみよう 終了 

 



 

◇接合設定機能を使ってみよう 

接合設定とは座標値の等しい２つの節点がある場合にその２つの節点をピン接合したり  

剛接合したりできる機能です。これを使えば両端ピン接合のトラス部材だけでなく要素の 

一方は剛接合のラーメン構造でもう一方をピン接合とすることもでき、２本の鋼材の途中を

ピン接合とするような設定も可能になります。 

従来の接合条件は［ピン接合］［剛接合］［接合無効］の３種類の選択でしたが［フレーム構

造解析１０］から位置拘束と回転拘束に分けて、さらに３軸方向でそれぞれ個別に設定でき

るようになり、基準座標も選択できるので大幅に自由度が上がっています。 

 

では基本となる構造として「トラス部材を使ってみよう」の Tutorial07.KS12 を読み込んで

［構造要素］タブを開いて斜材の要素を削除しておきます。イメージで処理の削除機能を 

使うと簡単に要素を削除できます。 

 

接合設定を使うには座標値の等しい２つの節点が必要ですので、まず［節点・支持］のタブ

で接合設定を行いたい節点の設定欄をクリックしてそこに入力ボックスを表示させます。 

その状態で［追加］ボタンをクリックすると同じ座標値をもった節点が新規に追加されます。 

この場合は元の支持の種類も同じものになりますので支持の種類が［自由］でない場合は 

［自由］に直しておいてください。もちろん最初に［追加］ボタンをクリックして入力ボッ

クスを表示させてから座標値を入力してもかまいません。 

 

ここでは節点１，３，６，８に同じ座標をもつ節点９，１０，１１，１２を追加して［接合

設定］のタブをクリックします。 

 

同じ座標値をもつ２つの節点番号

と位置拘束・回転拘束の接合条件

が表示される。ピン接合に相当す

る接合条件がデフォルトとなる 

ピン接合に相当する場合は節点番号の間にｐが入る 

これらのボタンで一括して接合条件を変更することができる 



 
 

［接合設定］の設定欄には節点番号と［フレーム構造解析１０］から位置拘束と回転拘束の

接合条件と基準座標が表示され［ピン接合］に相当する接合条件がデフォルトとなっていま

す。接合条件を変更したい場合は接合条件の設定欄をクリックするとデータ入力ボックスが

表示されるので［位置拘束］、［回転拘束］、［基準座標］のリストボックスで選択します。 

従来の［ピン接合］は位置拘束が［全拘束］、回転拘束が［全回転］となり、［剛接合］にす

る場合はどちらも［全拘束］にし、［接合無効］にするには位置拘束を［全可動］、回転拘束

を［全回転］とします。 

 

［ピン接合］に相当する場合にはイメージの節点番号の間に“ｐ”が入り、［剛接合］に相

当する場合は“ｒ”が入り、どちらにも該当しない拘束条件の場合は“ｓ”が入って表示さ

れるようになっています。［接合無効］の場合は半角スペースが入ります。 

左上のボタンで一括して［ピン接合］［剛接合］［接合無効］の接合条件に変更することも可

能で、エクセルを使ってデータ編集することもできます。 

 

つぎに［構造要素］のタブをクリックして節点９－１１、１０－１２の２つの要素を追加し

ます。イメージで処理の追加を行った場合はデフォルトでは番号の大きい方を優先して認識

します。Ｓｈｉｆｔキーを押しておくと番号の小さい方を優先して認識するようになります。 

いずれにしても希望する節点番号にならなかった場合は追加された要素を削除してやり 

直しても良いですが、入力ボックスが表示されているのでそこで節点番号を再選択した方が

確実でしょう。材料番号は２としておきます。 

 

 



 

さらに［材料・断面性能］のタブをクリックして材料 No２のトラス部材の設定欄をクリック

してトラス部材の設定を解除してラーメン部材（“適用はここをクリック”と表示）にして

おきます。 

 

 

これで計算を実行してみます。先ほどのトラス部材を使った計算結果（Tutorial07.KS12）

と比べてみると同じ結果となっているのが分かります。 

 

では［接合設定］に戻って全ての接合条件を［剛接合］に相当する接合条件にして計算して

みてください。［剛接合］の接合条件にするには位置拘束、回転拘束共に［全拘束］としま

す。この場合は“トラス部材を使ってみよう”で材料２の［トラス部材］の設定を解除した

場合と同じになります。これらの計算結果は各自で確かめてみてください。 

 

また節点１－９と節点３－１０の接合設定を［ピン接合］に相当する接合条件とし、節点６

－１１と節点８－１２を［剛接合］に相当する接合条件とします。 

 

 

 

この接合条件では要素番号９（節点９－１１）は節点１側でピン接合、節点６側で剛接合、

要素番号１０（節点要素１０－１２）も同様に節点３側でピン接合、節点８側で剛接合とい

う条件になります。 

 

ではこの条件で計算してみましょう。 

［適用はここをクリック］

の表示にしておく 



 

 

 
［個別要素詳細］で要素番号９（節点９－１１）の計算結果を見てみると要素番号９の節点

９側ではピン接合に相当する接合条件のためモーメントの値は０となり剛接合に相当する

接合条件の節点１１に近づくにしたがってモーメントの値はだんだんと大きくなっている

ことが分かります。 

また［フレーム構造解析９］から接合設定がある場合に［変位・反力］タブの下側に接合節

点間の伝達力・伝達モーメントを表示するようになりました。 

 

これを見てもピン接合ではモーメントが伝わらないのが分かります。 

 

次に基準座標について説明していきます。［接合設定］のタブに戻って節点３－８の接合設

定の基準座標のリストボックスをクリックしてみます。 

 

 

剛接合の場合は節点番号の間にｒが入る 

要素９の節点９側でモーメントが０になっている

要素番号を表示



ここでは［全体座標］以外に［部材座標：１］、［部材座標：９］が表示されています。［部

材座標：＊］の＊はこの接合設定の位置に端点がある要素の要素番号となります。 

たとえばここで［部材座標：９］を選択すると斜材の要素番号９の部材座標が位置拘束・回

転拘束の基準座標となります。 

 

では節点１－９の基準座標に［部材座標：９］を選択して拘束条件は全ての接合条件で［ピ

ン接合］に相当する接合条件にして計算してみます。 

 

 

 

ここで［変位・反力］タブを開いて伝達力を見てみると要素９（節点９－１１）は両端とも

ピン接合相当ですから軸力のみの伝達となり両端の節点１－９と節点６－１１の総伝達力

は同じになっています。しかしながらその分力を見てみると基準座標に［部材座標：９］を

選択した節点１－９の伝達力は部材座標のＸ軸は部材の長手方向になりますのでＸ軸方向

の伝達力 TrFx が総伝達力と同じ値となりＺ軸方向の伝達力が０になっており節点６－１１

では基準座標が［全体座標］なのでＸ軸方向とＺ軸方向の分力に分かれて伝達力が発生して

います。 

 

このように基準座標に部材座標を選択することにより、例えば斜めの部材がボルト等で接合

している場合にボルトの軸力やせん断力を直接求めることもできます。また支持点と組み合

わせれば任意の方向の回転を解除するなど［節点・支持条件］の［支持の種類］だけでは実

現できなかった支持条件も可能になります。 

 

なお接合条件の表示として［ピン接合］［剛接合］［接合無効］に相当する拘束条件で基準座

標が［全体座標］の場合はそのまま表示されますが、基準座標が［部材座標：＊］の場合は

このように通常の接合条件の後に“部材座標：＊”が“：”つなげて表示され、［ピン接合］

［剛接合］［接合無効］以外の接合条件の場合は［位置拘束］と［回転拘束］を“：”でつ

なげて、さらに基準座標が［部材座標：＊］の場合は［Ｘ可動：Ｙ回転：部材座標：＊］の

ように表示されます。これは他の出力でも同様になっています。 

 

［フレーム構造解析１０］から大幅に機能が向上し、使い方次第で応用性のある接合設定で

すが接合設定一つあたり内部的に６節点、１２要素を新たに作ってこの機能を実現させてい

ますので、トラス部材で確定している場合は材料設定のトラス部材を適用して、接合設定を

むやみに多用することは避けてください。 

（Tutorial10.KS12） 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   接合設定機能を使ってみよう 終了 

 



 

◇ＤＸＦファイルを読み込んでみよう 

［フレーム構造－立体］では３次元のＤＸＦファイルから点または線分を読み込んで節点や

構造要素の設定を行う機能があります。また［フレーム構造解析１２］ではＤＸＦの画層毎

に材料番号や回転角、材料名称を設定できるようになっており、下記のようにＤＸＦデータ

の読み込みダイアログに［画層毎に材料番号・回転角・材料名称を設定する］というチェッ

クボックスがありこれをチェックするとこの機能を使うことができます。 

 

 

 

これをチェックすると取込画層がグレーアウトして取込要素も［線］が自動的に選択される

ようになり、取り込みを実行すると次に示すダイアログが表示されます。 

 

 

 

ここで他の設定と同様にデータ入力ボックスを使って画層毎に材料番号、回転角、材料名称

を設定することができます。材料番号を設定しない画層の図形は取り込みませんので必要な

画層のみに材料番号を設定して取り込むこともできます。 

 

また［画層毎に材料番号・回転角・材料名称を設定する］のチェックボックスをチェックし

ない場合は従来と同じ動作になり全画層か特定の一つの画層のみの取り込みとなります。次

からの操作説明ではこれをチェックしない従来動作での説明となります。 

 



 

●ＳＴＥＰ１（３次元のＤＸＦファイルの例） 

ではここで実際に３次元のＤＸＦファイルを読み込んでみましょう。まず３次元のＤＸＦが

出力できるＣＡＤで必要な点、あるいは線分を３次元で作図します。ここではＡｕｔｏＣＡ

Ｄ ＬＴで線画を作図した例を示します。 

 

 

 

［フレーム構造－立体］を新規に起動した場合はスタートアップから［０からスタート］を

クリックします。既存の設定が残っている状態で引き続き作業する場合は［新規］ボタンを

クリックして確認メッセージが出るので材料データまで含めて消去するとして［はい］をク

リックして全てのデータを消去しておきます。 



 

続いて［ＤＸＦデータ取込］ボタンをクリックしてファイル選択ダイアログを開き作業  

フォルダの下の\Sample フォルダのＤＸＦファイル（SampleKS12_3D.DXF）を選択して[開く]

ボタンをクリックします。 

 
 

ＤＸＦファイルを選択すると読み込み条件を設定するダイアログが開きます。 

 

 

 

 
 
 

取込画層のリストボックスには[全ての画層]以外にＤＸＦファイルにある画層が登録され

ていますので特定の画層から形状データを取り込みたい場合はリストボックス右の   

▼ボタンをクリックして選択してください。 

 

また“取込要素”を［点］にするか［線］にするかの選択ができます。“取込面選択”につ

いては次で説明しますが３次元ＤＸＦの場合は［３Ｄ Ｘ－Ｙ面］を選択しておきます。 

選択したＤＸＦファイルのフルパスが表示される 

取込面に［３Ｄ Ｘ－Ｙ面］、取り込み要素に［線］を選択する 



 

読み込む条件が設定できたら［新規取込］ボタンをクリックします。 

 

 

 
取込要素で［線］を選択すると、取り込んだ線分の始終点に節点ができ線分の位置に要素を

設定します。点を取り込んだ場合は節点だけが設定されます。 

 

後は支持の種類を選択し、材料を設定、荷重条件を設定して計算することができます。 

 

ここでは支持の種類は節点１と節点６を全固定とし、材料・断面性能は材質 SS330でＨ形鋼

の 100x50x5x7、荷重は節点３にＸ方向１００Ｎ、節点４にＺ方向－１００Ｎの集中荷重をか

けて計算を実行してみます。 

 

 

取込要素で［線］を選択した場合は

構造要素も同時に設定される 

取込要素で［点］を選択した場合は

節点のみ設定される 



 

 

 

このようにＤＸＦファイルを使って節点や要素を設定できますので３次元の構造図面が 

あればその中心線を元に線画を作って取り込むような使い方も可能です。 

（Tutorial11.KS12） 

 
 

●ＳＴＥＰ２（２次元のＤＸＦファイルの例） 

２次元のＤＸＦファイルの場合には“取込面選択”で取り込み面を指定してさらに取り込み

面の座標を指定して読み込むことができます。これにより２次元で描かれた３面図等を利用

して構造要素の設定が容易にできるようになります。 

 

では２次元ＤＸＦのサンプルデータを読み込んでみます。前の３次元のＤＸＦで使った  

データが残っている場合は［新規］ボタンをクリックして確認メッセージで［いいえ］を  

クリックして材料データ以外を削除しておきます。 

 

［ＤＸＦデータ取込］ボタンをクリックしてサンプルディレクトリにあ る

SampleKS12_2D1.DXF を選択して［開く］ボタンをクリックします。続いて読み込みを設定す

るダイアログが開くので“取込要素”は［線］とし“取込面選択”は［Ｘ－Ｚ］を選択して

“取込面のＹ座標”は０とします。 

 

３次元のＤＸＦデータから構造

を取り込んで計算した例 



 

 

 

 

これで［新規取込］ボタンをクリックすると２次元のＤＸＦ形状がＸ－Ｚ面に取り込まれ 

ます。 

 

 

 

再度［ＤＸＦデータ取込］ボタンをクリックして同じファイルを開き、今度は“取込面の  

Ｙ座標”を１５００と入力して［追加取込］ボタンをクリックします。 

 

 

取込面に［Ｘ－Ｚ面］を選択し、取込面のＹ座標は０としておく 

２次元のＤＸＦ形状がＸ－Ｚ面に

取り込まれたのが分かる 



 

 

 

 
 

今度はＹ座標の１５００の位置のＸ－Ｚ面にＤＸＦ形状が取り込まれました。 

 

これで［構造要素］タブをクリックして梁を追加していけば、一つのＤＸＦ形状を元に構造

要素を簡単に組み立てることができます。 

 

また取り込むＤＸＦは同じ形状でなくても良いので、今度は SampleKH12_2D2.DXF を選択し

て“取込面のＹ座標”を２８００と入力します。 

 

 

 

では［追加取込］ボタンをクリックして別のＤＸＦ形状を取り込んでみます。 

 

Ｙ座標が１５００の位置のＸ－Ｚ面に２次元のＤＸＦ形状が取り込まれる 



 

 

 

 
後は新しく取り込んだ形状に梁要素をつなぎ、支持の種類を選択し、材料を設定、荷重条件

を設定して計算することができます。 

 

このように建屋の通りによって形状の異なる場合でもそれぞれをＤＸＦファイルに出力し

ておけば比較的簡単に建屋の構造を組み立てていくことができます。この場合は通り毎に画

層を変えて構造の中心をなぞった線画を作っておくと良いでしょう。 

 

また“取込形状の左下を原点とする”をチェックしておけば図面上、異なる位置に描かれた

通り形状でも原点を合わせて取り込むことができます。ＤＸＦ出力のできるＣＡＤをお持ち

であればいろいろと試してみてください。 

（Tutorial12.KS12） 

 

また前述のように［フレーム構造解析１２］ではＤＸＦの画層毎に材料番号と回転角、材料

名称を設定できるようにもなっていますので、ＤＸＦデータ作成の時点で使う材料が想定さ

れている場合は、それに応じて画層を分けて要素を作成したり分かりやすい画層名を設定し

ておくと取り込んでからの材料設定を効率的に行うことができるようになっています。 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   ＤＸＦファイルを読み込んでみよう 終了 

別の２次元のＤＸＦ形状をＹ座標が２８００の位置に追加取込した例



 

◇表示グループ機能を使ってみよう 

［フレーム構造解析１１］から［表示グループ機能］と次から説明する［複数選択機能］  

［一括修正機能］が追加されています。ここでは先のＤＸＦファイルを使って作成した構造

を元に説明していきますのでデータを修正している場合はTutorial12.KS12 を読み込んでお

きます。 

 

これらはイメージ上でマウス右クリックして右に示ように表示され

るポップアップメニューから操作します。ここで［イメージをコピ

ー］はクリップボードにイメージをコピーするもので［回転］［前画

面］［全表示］は画面操作の同名のボタンをクリックするのと同じ機

能になっています。 

 

ここで［表示グループ設定］をクリックすると次に示すダイアログが表示され表示したい構

造物の範囲を指定します。 

 

 

 

２節点で範囲を指定したい場合は節点１、節点２を選択するとその範囲に含まれる構造が表

示グループとなります。［イメージ上で２節点を指示］ボタンをクリックするとイメージ上

の節点を指示して範囲を決めることもできます。 

要素の方向で指定したい場合はプルダウンから方向を選択します。 

 

 
 

ここでは試しに“要素の方向で指定”をチェックして“Ｘ向のみ”を選択して［確定（有効）］

ボタンをクリックしてみましょう。また“表示グループ外の要素を薄く表示する”もチェッ

クしておきます。 



 

 

 

表示グループに指定されたＸ方向の梁の要素のみ黒く表示され他の要素は薄く表示されて

います。ここで［構造要素］タブを開いてみると表示されている要素のみがデータ表示欄に

表示されているのがわかります。このように表示グループ機能で表示する構造の範囲を設定

するとデータ入力欄もイメージに表示されているものだけになります。 

 

詳しくは後で説明しますがマウスを構造要素のデータ表示欄に持っていきマウス右クリッ

クすると次に示す一括修正ダイアログが開きます。 

 

ここで材料番号に２を選択して確定すると表示されているＸ方向の梁の要素の材料番号を

一括して変更することができます。 

 

同様の方法でＹ方向の梁の要素の材料番号は３にしておきましょう。これは各自で試してみ

てください。最後は［表示グループ設定］ダイアログの［無効］ボタンをクリックするかポ

ップアップメニューの［表示グループ無効］をクリックします。 

 

ここでマウス右

クリックすると

一括修正ダイア

ログが表示され

る 



 

このようにして材料番号を変更したものを次に示します。 

 

 

 

ここでは分かりやすく材料番号を表示していますが従来のように一つ一つ要素を選択して

修正していくのでは大変な作業となりますが［フレーム構造解析１２］では［表示グループ

機能］と［一括修正機能］を組み合わせて効率的に作業できるようになっています。 

 

［表示グループ設定］の“材料条件・番号で指定”では、材料番号だけでなく“トラス部材”

“ブレース材”“トラス部材＋ブレース材”などでも指定できるようになっています。 

 

［表示グループ設定］は計算実行後も使うことができるので［個別要素詳細］や［材料別詳

細］などと同様に計算結果を絞り込んで表示・出力ができるようになります。 



 

ここで材料番号２と３に適当な材料を設定して計算を実行してみます。さらに［表示グルー

プ設定］で節点６と節点１６の２つの節点で範囲を指定してみます。 

 

 

 

このように［表示グループ設定］を使うと材料番号が同一でなくても２階の床の梁全体の計

算結果を表示することもできます。 

 

なお［表示グループ設定］ダイアログの左端のチェックが未チェックの場合は節点や要素方

向、材料条件等が選択されていても表示グループの対象とはなりませんので注意してくださ

い。これらは組み合わせても設定できますので左端のチェックだけを変更して表示グループ

の設定を変更することもできます。 

 

表示グループを無効にしたい場合は表示グループ設定ダイアログで［無効］ボタンをクリッ

クします。また既に表示グループが設定されている場合はポップアップの［表示グループ有

効］［表示グループ無効］で表示を切り替えることができます。 

 

 

◇複数選択機能を使ってみよう 

複数選択機能も［フレーム構造解析１１］から追加された機能になり、表示グループ機能と

同様にイメージ上でマウス右クリックして表示されるポップアップメニューから操作しま

す。 

 



 

複数選択機能はデータ入力時に使えるもの

で節点に関する［節点・支持］や荷重パタ

ーン条件の［集中荷重］や［モーメント荷

重］、［質量・注目フラグ］などのタブが開

いている場合は左側のポップアップメニュ

ーが表示され［複数節点選択＊＊］が使え

るようになり、要素に関する［構造要素］

や荷重パターン条件の［分布荷重］などの

タブが開いている場合は右側のポップアップメニューが表示され［複数要素選択＊＊］が使

えるようになります。 

 

ここで［複数＊＊選択新規］をクリックするとデータ表示欄が一旦空となり、イメージ上で

節点や要素を指示していくと選択したものの節点や要素のデータのみが表示されて編集が

できるようになり、イメージ上でも選択した節点や要素がハイライト表示されていきます。

またハイライト表示されている選択済みの節点や要素を再度指示すると選択が解除されて

いくようになっています。 

 

ここでは集中荷重を修正してみましょう。では［荷重パターン条件］タブの［集中荷重］タ

ブを開きます。次にイメージ上にマウスを持っていきマウス右クリックしてポップアップメ

ニューから［複数節点選択：新規］をクリックします。続いて次に示すように現在、一か所

集中荷重のかかっている節点を含む側面の６点を指示していきます。 

 

 



 

［複数節点選択：新規］をクリックすると集中荷重のデータ表示欄は一旦空になり節点をク

リックして選択していくとデータ表示欄に表示されるとともに節点イメージはハイライト

表示されていきます。 

 

集中荷重のデータ表示欄でマウス右クリックすると次に示す集中荷重一括修正ダイアログ

が表示されます。 

 

 

 

ここでＸ軸方向の荷重を１５００にして［確定］すると選択した節点の集中荷重に一括して

１５００が入力され荷重イメージも表示されます。なお［傾斜荷重］のボタンの機能は後の

一括修正機能で説明します。 

 

集中荷重を一括修正したらイメージ上でマウス右クリックして複数選択機能を解除してお

きます。 

 



 

次に［分布荷重］タブを開いてイメージ上でマウス右クリックしてポップアップメニューか

ら［複数要素選択：新規］をクリックします。続いて最上面の梁の要素を指示してみます。 

 

 

 

節点の場合と同様に選択指示したものだけがデータ表示欄に表示されますので、必要な要素

を選択してからデータ表示欄でマウス右クリックして分布荷重一括修正ダイアログを表示

して一括修正することができます。 

 

ポップアップメニューの［複数＊＊選択追加］をクリックすると直前に選択していた節点や

要素がデータ表示欄に表示されるとともにイメージ上でもハイライト表示され、未選択の節

点や要素を指示して選択節点や選択要素に追加できるようになります。またハイライト表示

されている選択済みの節点や要素を再度指示すると選択が解除されていくようになってい

ます。 

 

複数選択機能の操作も特に難しいものではありませんのでいろいろ試してみてください。  

 

表示グループ機能と同様に節点数や要素数の大きな構造物を編集する場合には便利に使え

ると思います。また次で説明する一括修正機能と組み合わせるとさらに効率的に使えるよう

になりますのでこれらも合わせて是非活用してみてください 

 

 

 



 

◇一括修正機能を使ってみよう 

一括修正機能も［フレーム構造解析１１］から追加された機能になりポップアップメニュー

は使いませんがデータ表示欄でマウス右クリックして操作します。 

 

一括修正機能を使うまえに先に説明した表示グループ機能や複数選択機能を使って修正し

たい節点や要素を絞り込んでおくことは必須ではありませんが、通常はあらかじめ修正した

い節点や要素を選択しておくことでそれらを一括して修正できるのでより便利に使えます。 

 

［節点・支持一括修正］：［節点・支持］タブを開きデータ表示欄でマウス右クリックすると

次に示す［節点・支持一括修正］のダイアログが表示されます。 

 

 

 

ここで座標値はデータ表示欄に表示されているものが全て同じ場合にその座標値が表示さ

れ編集が可能になります。また座標入力欄のように数値を入力する場合は一つだけ四則演算

記号が入力でき［Enter］キーで計算が実行できます。支持の種類は［修正なし］がデフォ

ルトになりますがここで支持の種類を選択して［確定］ボタンをクリックすると一括して支

持の種類を修正することができます。 

 

［材料番号・部材回転角一括修正］：［表示グループ機能］の説明で使ってみましたが［構造

要素］タブを開いてデータ表示欄でマウス右クリックすると次に示すダイアログが表示され

ます。 

 

 

この機能も複数選択機能や表示グループ機能と組み合わせて使うことができますので、例え

ば表示グループ機能で要素の方向を“Ｚ方向のみ”として柱の要素だけを表示しておき、こ

のダイアログで柱の部材回転角を一括して修正するようなこともできます。 

 



 

なお部材回転角のリストボックスにはあらかじめ使用頻度の高い角度が入っていますが数

値入力もできるようになっています。 

 

［集中荷重一括修正］：［複数節点選択］の説明で使っていますが［集中荷重］のタブを開い

てデータ表示欄でマウス右クリックすると次に示すダイアログが表示されます。 

 

 

 

先に集中荷重が設定されている節点の行をマウス左クリックしてデータ入力ボックスを表

示してからデータ入力ボックス以外のデータ表示欄でマウス右クリックするとデータ入力

ボックスの値が一括修正ダイアログのデフォルトとして入りますので、特定の節点の荷重条

件を他の節点に一括して設定するようなこともできるようになっています。 

 

さらに左下の［傾斜荷重］ボタンをクリックすると次に示す［傾斜荷重ウィザード］のダイ

アログが開きます。 

 

 

ここで傾斜荷重の作用面を選択し荷重値Ｐと角度Ｋを入力することでＸＹＺの各方向の分

力を求めることができ［確定］ボタンをクリックすると求めた分力が元の一括修正ダイアロ

グの荷重入力欄に入ります。 

 

この［傾斜荷重ウィザード］は［集中荷重］と［分布荷重］の一括修正ダイアログから開く

ことができます。 

 



 

この［傾斜荷重ウィザード］を使えば忘れがちな三角関数を使って電卓をたたかなくても簡

単で視覚的にも分かりやすく各方向の分力を求めることができます。 

 

［分布荷重一括修正］：荷重パターン条件の［分布荷重］のタブを開いてデータ表示欄でマ

ウス右クリックすると次に示すダイアログが表示されます。 

 

 

 

使い方は集中荷重の一括修正ダイアログと同じで［傾斜荷重ウィザード］も同様に使えます。 

 

［モーメント荷重一括修正］：荷重パターン条件の［モーメント荷重］のタブを開いてデー

タ表示欄でマウス右クリックすると次に示すダイアログが表示されます。 

 

 

 

使い方は集中荷重の一括修正ダイアログと同じですが［傾斜荷重ウィザード］は使えません。 

 

なお荷重パターン条件の［台形分布荷重］には一括修正機能はありません。 

 

［節点質量・注目フラグ一括修正］：［質量・注目フラグ］のタブを開いてデータ表示欄でマ

ウス右クリックすると次に示すダイアログが表示されます。 

 

 



 

質量入力欄では一つだけ四則演算記号が入力できますので機械装置などの質量を取り付け

点の複数の節点に分配したい場合など便利に使えます。注目フラグを一括修正する用途は少

ないと思いますのでカレントのデータ入力ボックスを表示して注目フラグを設定していて

も［修正なし］がデフォルトになっています。 

 

［フレーム構造解析１１］から追加された［表示グループ機能］［複数選択機能］［一括修正

機能］はいずれもマウス右クリックから操作するので目立たない機能にはなっていますが入

力作業をアシストでき、節点数や要素数が多くなるとさらに威力を発揮すると思います。操

作は簡単なのでいろいろ試して慣れておくと節点数や要素数が多い構造を作成するときに

効率よく作業できると思います。 

 

◇既存データから構造を追加してみよう 

［フレーム構造解析１２］では既にある構造に既存データの構造を追加することができるよ

うになっています。ここではまず先のＤＸＦファイルを使って作成した Tutorial12.KS12 を  

読み込んでおきます。続いて［構造要素］タブを開いて［既存データから構造追加］ボタン

をクリックし、ダイアログ右上の［追加用データを開く］ボタンで３次元のＤＸＦファイル

を使って作成した Tutorial11.KS12 を開きます。 

 

 

 

 

なお［フレーム構造解析１１］から［表示グループ取込］ボタンが追加され既存データでは

なく作業中のデータから先に説明した［表示グループ機能］で絞り込んだ構造を取り込むこ

とができるようになっています。 

読み込んだ構造の情報が表示される



 

右上の表示条件では節点番号と材料番号の表示の切り替えや番号のフォントサイズの変更

ができるようになっています。［Ｚ軸回転］タブでは読み込んだ構造をここの［＋］［－］ボ

タンで設定してある回転角だけＺ軸を回転させることができます。 

 

［フレーム構造解析１１］から［鏡像］タブが追加されて対称面を選択するとその面に対し

た鏡像に変換できます。この機能と先に説明した［表示グループ取込］を組み合わせて面対

称な構造の片側だけを作っておき［表示グループ取込］で全て取り込んでから［鏡像］にし

てから追加して構造全体を組み上げるようなこともできるようになっています。 

 

追加条件ではまず読み込んだ構造の基準点を選択します。この基準点を配置先の節点の位置

になるように追加するか、配置座標を入力して構造を追加します。 

 

材料番号オフセットは元の構造と読み込んだ構造で使っている材料番号が同じで設定され

ている材料が異なる場合に追加する構造の材料番号をオフセットするかどうかの設定にな

ります。 

 

材料の変更は後からでも可能ですが材料番号は２００まで使えるので元の構造で使ってい

ない材料番号へオフセットしておけばそのまま追加データの材料設定を生かすこともでき

ます。 

 

“支持条件を残す”をチェックすると追加データの支持条件を生かして構造が追加されるよ

うになります。これをチェックすると支持イメージも表示されます。 

 

［フレーム構造解析１１］から“荷重条件を残す”のチェックが追加され追加データの荷重

条件を生かして構造が追加できるようになっています。荷重パターン条件で複数の荷重パタ

ーンが設定されている場合に“荷重条件を残す”をチェックすると下記に示すように荷重パ

ターン名称のリストボックスが表示され、リストボックスやスクロールボタンで荷重パター

ンを切り替えてどのような荷重パターンが設定されているかイメージ上で確認できるよう

になっています。 

 

なお“荷重条件を残す”をチェックした場合は元の構造と同じ荷重パターン番号が使われま

すのであらかじめ荷重パターン条件の使い方、名称等を統一しておくと便利に使えますが、

荷重パターンの設定内容が元の構造と異なる場合はコピー後の修正が面倒になる場合も考

えられますのでその場合は“荷重条件を残す”のチェックを外して構造のみコピーしてくだ

さい。 

 



 

“同じ座標の節点を統合する”をチェックすると追加データの節点と配置先の節点が同じ 

位置になる場合に追加データの節点が配置先の節点に統合され、さらに追加データの節点が

配置先の要素上に位置し後で説明する浮き節点になる条件では配置先の要素に自動的に 

組み込み浮き節点にならないように処理します。 

 

またこれをチェックしない場合は同じ位置にある節点は統合されずに接合設定の対象とな

り剛接合がデフォルトとなります。 

 

追加データの節点が配置先の要素の浮き節点となる場合はその位置に新たに節点を追加し、

追加データの節点と接合設定の対象となります。 

 

ここでは右に示すように“同じ座標の節点を統合する”をチェックし、

［配置先節点を選択］ボタンを選択し配置節点に元の構造の節点１７を

選択して［追加実行］ボタンをクリックしてみます。 

 

 

 

 

 

 
このように追加データの節点が統合されて構造要素が設定されました。今度は追加する向き

と場所を変えてみましょう。 

 

追加データの基準節点１が節点１７と統合されて

構造要素が追加されたことが分かる 

節点２５は自動的につなぎ直されて要素の途中に挿入される。



 

再度［既存データから構造追加］ボタンをクリックすると先ほど読み込んだ構造が残ってい

ますので［－］ボタンを３回クリックしてＺ軸周りに－９０°回転させます。 

配置節点は１８にします。 

 

ではこの条件で追加実行してみます。 

 

［－］ボタンを３回クリックして９０°回転させる

配置節点を１８にして追加してみる

追加した構造を拡大して断面形状を表示する 

垂直の要素の回転角も補正されている



 

ここでは分かりやすく追加された構造を拡大して断面形状も表示していますが、追加した 

構造の柱となっている垂直の要素の回転角は－９０となりＺ軸の回転に合わせて自動的に

補正されているのが分かります。節点３０もつなぎ直されて要素の途中に挿入されています。 

 

では今度は座標値を入力して構造を追加してみましょう。どこに追加するかはあらかじめ 

決めておきます。 

 

では［既存データから構造追加］ボタンをして［＋］ボタンでＺ軸回転角を９０°まで回転

させます。また今回は材料番号オフセットに１０を選択してみます。読み込んだ既存データ

で使っていた材料番号は１でしたが材料番号オフセットを１０にすることで追加される 

構造の材料番号が１１に変更されます。 

 

次に［配置先座標を入力］ボタンを押すと座標値の入力欄が表示されますのでここでは節点

３のちょっと奧側としてＸ＝０，Ｙ＝３００，Ｚ＝２０００を入力しておきます。 

 

 

 

 

ではこの条件で追加を実行してみます。 

 

今度は＋９０°に回転させておく

材料番号オフセットを１０

にすると材料番号が１から

１１に変わる 

［配置先座標を入力］を選択すると座標値の

入力欄が表示されるので基準節点を配置し

たい座標値を入力する 



 

 

 
ここでは追加された構造が見やすくなるように全体座標を回転しています。 

 

これから分かるように材料番号オフセットを１０にしているので追加された要素の材料 

番号は１１になっています。また節点３１と節点３６は元の要素の上に追加されていますが

これらは自動的につなぎ直されるようになっています。 

 

配置座標が分かりにくい場合はあらかじめ配置点用の節点を元の構造に作っておくのも 

良いでしょう。 

 

ここで追加した要素の節点２２，２７，３３に垂直荷重－１００Ｎをかけて計算してみます

が最後に追加した構造の節点３３の荷重は梁のねじりで支えることになり変位が大きくな

りますので節点３２と節点４に補強材を入れておきます。 

 

ではこの条件で計算してみます。 

 

追加した構造の材料番号が１１

になっているのが分かる 

追加した構造が見やすいように

全体座標を回転している 



 

 

 
特に問題なく計算されています。この例は大雑把ではありますがホイスト用の構造などに 

応用できるのではないかと思います。部分的に類似の構造をよく使う場合は追加用のデータ

として整備してライブラリ化しておくと作業効率が向上するものと思います。 

 

なお今回は“同じ座標の節点を統合する”をチェックして節点を統合していますがこの  

チェックを外すと節点が統合されずに剛接合の接合設定となります。剛接合のままで良けれ

ば統合した方が良いですが元の構造と部分的にピン接合したい場合にはこのチェックを 

外して追加実行し後から接合設定でピン接合に変えるとよいでしょう。 

（Tutorial13.KS12） 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   既存データから構造を追加してみよう 終了 

 

 

◇重心計算をしてみよう 

［フレーム構造解析１１］から重心計算の機能が追加されています。先の説明で使った構造

で重心位置を計算してみましょう。データを修正してしまった場合は Tutorial13.KS12 を  

読み込んでおきます。 

 

重心計算はプルダウンメニューから実行しますが重心計算も構造計算と同じ計算を行いま

すので計算が正常に通る構造物でないと重心計算はできません。 

 

補強材を節点３２

と節点４の間に入

れている 



 

そのため計算を実行していない状態では［重心計算］をクリックし

ても右に示すようにサブメニューはグレーアウトして使えません。 

 

一旦、通常の計算を実行するとサブメニューの［重心計算実行］が

クリックできるようになりますのでこれをクリックして重心計算

を実行します。 

 

 

 

重心計算が終了すると節点・支持のデータ表示欄の最後に［ＣＧ］として重心の座標値が表

示され支持の種類は［＜重心座標］と表示されます。 

 

またサブメニューの［重心表示切替］が使えるようになりますのでこれをクリックすると表

示、非表示を切り替えることができます。 

 

イメージの重心位置は構造を３次元回転してみるとどこにあるかが良く分かります。簡単な

機能なので各自で試してみてください。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   重心計算をしてみよう 終了 

 

重心座標が

表示される 

赤丸で重心位置がイメージ

表示される 



 

◇通りコピー機能を使ってみよう 

通り形状が同じ場合は先ほどのように［ＤＸＦデータ取込］を利用すると便利ですが必ずし

もＤＸＦファイルがあるわけではないので、その場合は手入力しなければなりません。その

場合に便利な機能がこの［通りコピー機能］です。 

 

まず一面は手入力します。あるいは２次元の［フレーム構造－平面］や［構造解析６］の  

［ラーメン構造解析］のデータを読み込んでも使えます。 

 

ここでは［構造解析６］の［ラーメン構造解析］のサンプルデータ Sample1.K6Rを読み込ん

でみます。 

 

 

 
なお［構造解析６］の［ラーメン構造解析］と［フレーム構造解析１２］では断面データが   

異なるので断面形状は再選択しておいてください。標準の断面形状であれば［形状選択］ボ

タンをクリックして断面形状選択ダイアログを開くとデフォルトで選択されていますので

そのまま［確定］すれば再選択できます。 

 

続いて［構造要素］のタブをクリックして［通りコピー機能］のボタンをクリックします。 

 



 

 

 

ここで通りのコピー条件を設定しますが［フレーム構造解析１２］では基準節点のリストボ

ックスの下に［強調表示］のボタンが追加されこれを押下するとイメージ上でコピー元とな

る通りを強調表示できます。通りが複数ある構造でコピー元の通りが分かりにくい時に便利

です。 

 

また［フレーム構造解析１２］では次に示すようにコピー回数を選択すると最大５回の通り

コピーを同時に行うことができます。 

 

 

 

選択したコピー回数に応じた入力欄が表示されますので［面間スパン］か［絶対距離］を選

択してコピー位置を入力します。 

基準節点は１とする

作成スパンは２０００

とする 

この条件でコピーを

実行してみる 



 

［面間スパン］を選択している場合は［全て先頭と同じスパン］ボタンが表示されますので

先頭のスパンのみ入力してからこのボタンをクリックすれば全ての入力欄に同じスパンが

入ります。 

 

では基準節点は１でコピー面はＸ－Ｚ面、コピー回数は１回、作成スパンを２０００として

他の条件はそのままで［コピー実行］してみましょう。 

 

 

 

 

 

このように一面の通りの設定から簡単に立体構造を設定することができます。コピー条件に

よっては荷重条件や支持条件をコピーしないようにもできますので状況によって選択して

ください。 

 

ただし複数回の通りコピーする場合は作成方向の最も外側の通りをコピーしていかないと

要素が２重描きになってしまいますので注意してください。たとえばもう一度基準節点を１

のままで作成スパンを１０００としてコピーを実行してみます。 

 

通りコピーで新しく１０個の

要素が追加された 

通りがコピーされ支持条件や荷重条件もコピーされ

て、さらに作成軸方向の要素も追加されている 



 

 

見た目は問題ないように見えますが、たとえば節点２に注目すると最初のコピーで節点２－

８の要素が作られ２回目のコピーでは節点２－１４の要素が作られています。したがって 

節点１４は節点２－８の要素上にあるように見えますが実はつながっておらず、また節点２

－１４の部分は二重になっています。 

 

通りコピー機能以外でも設定ミスで見た目は要素上にある節点でも設定上はつながって 

いないということが起きますのでそれをチェックしたい場合はタブ右下にある［孤立節点・

浮き節点チェック］ボタンをクリックします。すると次のメッセージが表示されます。 

 

 

 

孤立節点はどの要素ともつながっていない節点で、浮き節点はイメージ上は要素の上にある

がその要素とはつながっていない節点のことでそういう節点が見つかるとこのように  

メッセージに節点番号が表示されますので構造要素の設定内容を見直してください。 

 

［孤立節点・浮き節点チェック］ボタンの下にあるリストボックスは浮き節点のチェックレ

ベルを mm単位で設定するものです。 

一見すると特に問題無さそうな構造に見えますが・・・ 

見やすいように視点プリセット

で 20-40 アイソメにしている 



 

今回の事例のように水平・垂直の部材で構成している場合はほぼ問題ないと思いますが斜め

の要素の途中に節点がある場合は座標値の精度により浮き節点チェックで検出できず、次で

説明する自動修正も行われない場合がありますのでそういう場合はチェックレベルを上げ

て試してみてください。逆に不用意に大きなチェックレベルにすると予期しなかったところ

が修正されてしまうことも考えられますので様子を見ながら徐々にチェックレベルを上げ

ていくと良いでしょう。 

 

（Tutorial14.KS12） 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   通りコピー機能を使ってみよう 終了 

 
 
◇浮き節点の自動修正機能を使ってみよう 

［フレーム構造解析１２］には浮き節点の自動修正機能があります。ここでは通りコピー機

能で使ったデータを引き続き使いますのでデータを変更している場合はTutorial14.KS12を 

読み込んでみます。 

使い方は簡単で［孤立節点・浮き節点チェック］ボタンの下にある“浮き節点自動修正”を

チェックしてから［孤立節点・浮き節点チェック］ボタンをクリックします。 

 

 

 

実行前に次に示す確認メッセージが表示されますので［はい］をクリックします。 

 

 

 



 

続いて二重要素を削除するかどうかのメッセージが表示されます。これは通りコピー等で 

意図しない二重要素ができている場合には便利ですが、意図的に二重要素を設定している 

場合も削除されてしまいますので、その場合は［いいえ］をクリックして手動で不要な要素

を削除するようにしてください。ここでは［はい］をクリックします。 

 

 

 

修正が完了すると次のメッセージが表示され修正箇所の数が分かるようになっています。 

 

 

ここで［はい］をクリックすると自動修正の内容を書き出したログファイルが開くように 

なっています。 

 

 
 

通常拡張子が log のログファイルは何らかのテキストエディタに関連づけられて自動的に 

表示できると思いますが、自動で開かない場合は［フレーム構造解析１２］の作業フォルダ

に FloatNodeModify.logというテキストファイルができますのでこれを開きます。ここでは 

メモ帳で開いたものを示します。 

 

なお浮き節点の自動修正や二重要素の削除は処理の都度、要素番号が振り直されるので要素

番号では分かりにくく節点番号をたどって確認してみてください。 

 

では自動修正後のデータで計算してみましょう。 



 

 
 

特に問題なく計算が実行されているのが分かります。 

 

このように浮き節点の自動修正機能は便利な機能ですが修正内容が意図したものになって

いるかどうかは十分確認してください。また節点を介して要素をつなげていくのが基本です

のでこの機能を頼りにしないで最初から浮き節点ができないように設定していくことが望

ましいです。 

（Tutorial15.KS12） 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   浮き節点の自動修正機能を使ってみよう 終了 

 

 
◇通り移動機能を使ってみよう 

［ＤＸＦデータ取込］や［通りコピー機能］を使うと通りを基本とした構造が簡単に作成で

きることが分かったと思います。ここで通りの位置を移動したい場合、従来は通りの座標値

を手動で変更する必要がありましたが［フレーム構造解析８］から通りを一括して移動する

［通り移動］機能が付きました。 

 

ここでは前の浮き節点自動修正のデータを使って説明しますのでデータを変更している 

場合は Tutorial15.KS12 を読み込んでみます。 



 

［構造要素］のタブを開き［通り移動］ボタンをクリックすると通り移動機能設定ダイアロ

グが開きます。 

 

 

 

 

ここで基準節点は移動対象通り面に含まれるどの節点でもかまいません。ここでは基準節点

に１５を選択します。移動対象通り面は［Ｘ－Ｚ面］としますので節点１３～節点１８を  

含む面が移動対象通り面となります。 

 

また［フレーム構造解析１２］では先ほどの［通りコピー］や［通り移動］に［強調表示］

ボタンが追加されておりそのボタンを押下すると対象の通りが強調表示できますのでより

分かりやすく操作できるようになっています。 

 

移動方向はＹ方向に５００ｍｍとしますが移動対象通り面に関係なくＸＹＺのどの方向に

も移動が可能です。 

基準節点は移動対象通り面に含まれるどの節点でも良い 

強調表示ボタンで移動対象の通りを強調表示できる



 

では［移動実行］ボタンをクリックして通り移動を実行してみます。 

 

 

 

 

節点１３～節点１８を含む面が移動対象通り面がＹ方向に５００ｍｍ移動したのが分かり

ます。では同様にして節点２を含む中段の水平面を上に移動してみましょう。 

 

次に示すように基準節点に２を選択し移動対象通り面は［Ｘ－Ｙ面］、移動距離はＺ方向に

５００ｍｍで実行してみます。 

 

 

 

節点１３～節点１８の通りが５００ｍｍＹ方向に移動した 



 

 

 

 
今度は節点２を含む中段の水平面が上に５００ｍｍ移動したのが分かります。 

 

今と同じ条件で基準節点を節点７にしたらどうなるでしょうか？試してみましょう。 

 

 

 

この条件で移動実行してみます。 

 

節点２を含む中段の水平面が上に５００ｍｍ移動した 



 

 
 

今度は節点７のみ移動し、同じＸ－Ｙ面にある他の全固定節点は移動していません。 

 

これは意図していない節点の移動を防ぐため同じ移動対象通り面でも基準節点と要素で 

つながりのあるものだけを移動対象としているためです。 

 

このように通り移動機能を使うと通りや床のような面単位で構成されている構造物を簡単

に編集することができます。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   通り移動機能を使ってみよう 終了 

 

 
◇モーメント荷重をかけてよう 

モーメント荷重は節点を各軸方向にねじる荷重で、集中荷重と同様の操作で設定できます。 

 

ここでは最初の門形ラーメンにモーメント荷重をかけてみましょう。門形ラーメンは新規に

設定するか、サンプルデータの Tutorial01.KS12 を読み込んでから［荷重パターン条件］タ

ブを開き集中荷重を全て消去して［モーメント荷重］のタブを開きます。 



 

 

 
［モーメント荷重］の節点２の設定欄をクリックしてデータ入力ボックスを表示させてＹ軸

ねじりの入力欄に１０００００を入力して計算してみます。 

 

節点２にモーメント荷重１０００００をかけてみる 

節点２の曲げモーメント

ＭｙＢの差がモーメント

荷重と等しいことがわかる 

モーメント荷重による変形

のため節点２に近いところ

の変形が大きい 



 

 かかっている荷重は節点２のモーメント荷重だけなので節点２の周辺で変位が大きくなっ

ているのが分かります。また節点２のＹ軸回りの曲げモーメントを見ると要素１と要素２の

各節点２のモーメントの差が入力したモーメント荷重と同じことが分かります。他の軸にも

モーメント荷重をかけてみてどのように変形するかなど試してみてください。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   モーメント荷重をかけてよう 終了 

 
 
◇台形分布荷重をかけてみよう 

台形分布荷重を設定したい場合は他の荷重条件と同様に［荷重パターン条件］タブにある  

［台形分布荷重］のタブを開きます。 

 

台形分布荷重は節点数や要素数とは関係ないので設定欄は空欄になっています。節点支持 

条件や構造要素と同様に[追加]ボタンでデータ入力ボックスを表示して設定していきます。 

 

 

 

台形分布荷重のデータ入力ボックスは２行になっていて上段で始点側節点と始点側の荷重

値を設定し、下段で終点側節点と終点側の荷重値を設定します。 

 

荷重値は始点と終点で異なっていても０でもかまいませんので三角分布荷重や等辺分布 

荷重の設定ができ要素を分割して組み合わせれば台形分布荷重も設定できます。 

 

ここでは始点節点に２、終点節点に３を選択して始点側の分布荷重は全て０、終点側のＺ軸

方向に－１０を入力して三角分布荷重をかけてみます。なお先ほどのモーメント荷重は削除

しておいてください。 

 

ではこの条件で計算してみます。 

 



 

 

 
 節点２から節点３に向かって分布荷重値が大きくなっていますのでＺ方向の支持点反力を

見ると節点１に対して節点４の反力が大きくなっています。 

 

また反力の合計はちょうど１００００Ｎになりますがこれは節点間の長さが２０００ｍｍ

で平均の分布荷重値は－５Ｎ／ｍｍになるので三角分布荷重の合計と一致します。 

 

次は要素の途中に節点を挿入して台形分布荷重を設定した例になります。 

 

 



 

このようにいろいろに応用できる台形分布荷重ですが、その原理は始終点の節点間にある 

節点をピックアップして荷重を分配していますので、途中で要素が途切れていてもその長さ

を含めた分布荷重がかかってしまいます。 

 

また途中で要素が途切れているか等のチェック機能はありませんので構造が複雑な場合は

意図しない節点に荷重がかかってしまう恐れもあります。この原理を理解して台形分布荷重

の設定にあたっては十分注意してください。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   台形分布荷重をかけてみよう 終了 

 
 
◇加速度条件を設定してみよう 

ここでは最初の門形ラーメンに加速度をかけてみましょう。門形ラーメンは新規に設定する

か、モーメント荷重と同様にサンプルデータの Tutorial01.KS12 を読み込んでから［荷重パ

ターン条件］のタブを開き集中荷重を全て消去しておいてください。 

 

加速度は１Ｇ＝9.80665ｍ／ｓ^2（＝重力加速度）としてＧの単位で設定します。加速度を

ｃｍ／ｓ^2で表したｇａｌ（ガル：非ＳＩ単位）を使っている場合は１ｇａｌ＝１／９８０ 

Ｇで換算してＧの単位で設定してください。 

 

なお［立体構造解析Ｖｅｒ３］以前では［環境設定］の［計算条件・単位設定］のダイアロ

グに自重条件の設定欄があり［部材の自重を考慮］のチェックボックスもありましたが、 

［フレーム構造解析７］から「荷重パターン条件」タブで加速度条件を設定するようになっ

ています。また［部材の自重を考慮］のチェックボックスも廃止されているので自重や   

加速度を考慮したくない場合は加速度の数値を０にしてください。 

 

では［荷重パターン条件］タブを開いてＹ軸方向に加速度１Ｇをかけてみます。また自重に

相当する加速度としてＺ軸方向に－１Ｇ（Ｚ軸は上方向が＋なので注意）もかけてみます。 

 

 



 

ではこの条件で計算してみます。 

 
 

 
 

 

個別要素詳細で梁の要素２の計算結果を表示してみるとＹ方向とＺ方向に変位しており 

どちらも中央部で最大の変位になっているのが分かります。 

 

他の加速度を変更したときにどのような影響が出るかは各自で試してみてください。 

 

また加速度条件は後で説明する荷重パターン毎に設定するようになっており、荷重パターン

にいろいろな加速度設定しておいて荷重パターンを切り替えて計算することも簡単にでき

るようになっています。 

 

また［フレーム構造解析９］からイメージ表示条件設定で加速度イメージの表示・非表示の

設定ができるようになりました。加速度イメージを表示しておくと、加速度をかけていたの

に０になっていたとか、逆に０にしていたはずなのに加速度がかかっていたなどのうっかり

ミスを防ぐことができると思います。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   加速度条件を設定してみよう 終了 

 

梁の要素２の個別要素詳細を表示してみる

Ｙ方向とＺ方向に変位

しているのが分かる 

全体座標のところに加速度イメージが表示されている 



 
◇節点質量を設定してみよう 

節点に重量物が載っている場合、従来は集中荷重として設定していましたが［フレーム構造

解析１１］では節点に質量を設定し加速度をかけて荷重として扱うことができます。 

節点質量を設定する場合は［質量・注目フラグ］のタブを開きます。節点質量は次で説明す

る注目フラグと共通で節点数に応じた設定欄が表示されます。 

 

設定方法は節点毎に設定する集中荷重などと同じで設定したい節点の設定欄をクリックし

てデータ入力ボックスが表示して質量の入力欄に設定したい節点質量を入力します。単位は

デフォルトがｋｇですが［フレーム構造解析１０］から［単位変更］ボタンが追加されこの

ボタンをクリックする毎にｋｇとＮが切り替えられるようになっています。ただしＮは質量

の単位ではありません。この機能では次で説明する加速度の値に関係なく質量１ｋｇは  

９．８０６６５Ｎに変換されて表示されます。 

ここでは節点２に１００ｋｇの節点質量を設定して加速度条件の説明で設定したＹとＺの

加速度がかかったまま計算を実行してみます。 

 

節点２のＹ方向の変位が

大きくなったのが分かる

荷重イメージで表示するなど多彩

な表示が可能になっている 



 

先ほどと同様に個別要素詳細で要素２の計算結果を見てみると今度は節点２のＹ方向変位

が大きくなっているのが分かります。ここで節点２に設定した質量は１００ｋｇなのでこの

質量に加速度１Ｇがかかった場合に発生する荷重は約９８１Ｎ（１００×９．８０６６５）

になります。 

 

試しに質量を０にしてこの荷重をＹ方向にかけてもほぼ同じ変位になります。なお節点２の

Ｚ方向は柱で支えているのでＺ方向の荷重はかけなくてもほとんど影響はありません。 

 

なお［フレーム構造解析１１］からイメージ表示条件で質量イメージを荷重イメージで表示

したり質量の値や荷重値を表示したりそれらの値に単位を付けて表示したりできるように

なっています。これらの設定はイメージ表示枠の上の［質］ボタンでも切り替えが可能です

のでどのような表示になるのか試してみてください。 

 

以上のように質量を設定した節点には質量×加速度の荷重が発生するので集中荷重のよう

に使えますが［荷重パターン条件］の加速度条件により発生する荷重の大きさや方向が異な

ってきますので注意してください。 

 

なお質量１ｋｇで加速度を１Ｇとしたときに発生する荷重は工学単位の１ｋｇｆになりま

す。ＳＩ単位では９．８０６６５Ｎの荷重となりますので入力する質量の単位と発生する荷

重の単位に注意して使ってください。また節点質量は総重量にも含まれるようになっていま

す。 

 

節点質量の機能は簡単ですので各自で試してみてください。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   節点質量を設定してみよう 終了 

 
 
◇注目フラグを設定してみよう 

質量の入力欄の右は注目フラグの入力欄となっています。ここではリストからＡ－Ｚまでの

英文字を選択したり任意の文字を入力することもできます。 

 

注目フラグを設定すると下に示すようにフラグ（ＦＬＡＧで旗の意味）のイメージが表示さ

れ、注目している節点が直ぐに分かります。 

 

また節点を挿入したり削除して節点番号が変わっても注目フラグの位置は変わらず、計算 

結果の節点番号にも注目フラグの記号が追加されるので重要と思われる節点に設定して 

おくと視覚的に分かりやすくなります。 

 

なお［質量・注目フラグ］のタブにある［全消去］ボタンでは節点質量の設定も消去して   

しまうので注意してください。 



 

ここでは節点３に注目フラグ“Ｃ”を設定してみます。 

 

 

また注目フラグは集中荷重等の設定と同じで節点挿入などで節点番号が変わっても同じ 

節点に表示されるようになっています。次に節点３の前に節点を挿入した例を示します。 

 

節点番号は５に変わっていますが同じ位置に注目フラグが表示されています。 

 

さらに計算結果等の節点番号の頭に選択した記号がつくので、注目する節点がある場合は 

節点番号で確認するより注目フラグを設定しておいた方が分かりやすくなります。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   注目フラグを設定してみよう 終了 

 

節点質量の設定も消去

されるので注意 

注目フラグイメージと選択した

記号が表示されている 



 
◇格子壁を作成してみよう 

［フレーム構造解析９］から平鋼の材料を格子状に配置して壁や床の近似モデルを作成する

［格子壁・床作成］機能がありますのでそれを試してみましょう。 

 

門形ラーメンに壁を作成しても面白くないのでここではＤＸＦファイルを読み込んで作成

したサンプルデータの Tutorial12.KS12 を読み込んでから一度計算を実行してみます。 

 

 

 

このデータでは節点１０に大きな集中荷重がかかっていますので節点１０を含むＸ－Ｚ面

の通りの変形が大きいことが分かります。節点１０のＸ方向は０．３８６６ｍｍになってい

ます。ではこの通り面に格子壁を作ってみてこの変位がどうなるか調べてみましょう 

 

では［構造要素］のタブを開いてこのタブの下部にある［格子壁・床作成］ボタンを     

クリックすると格子壁・床作成ダイアログが開きます。 

格子壁・床は矩形を構成する４つの節点を選択する必要があり、上段のＮｏ１～４のリスト

ボックスには設定されている節点番号が表示されますので、そこで選択しても良いですが、

［イメージ上で節点を指示］ボタンをクリックしてイメージ上で節点８，９，１３，１４を

指示します。 

 

指示する順番は関係ありません。４つの節点が正しく矩形を構成すると認識できれば面の 

大きさが表示されます。面の大きさが表示されない場合は４つの設定が矩形になっていない

のでチェックしてみてください。 



 

 

節点がうまく取得できたら格子設定で板厚を入力し格子に使う材料番号を選択します。ここ

では板厚に１０、材料番号は１１を選択して［作成実行］ボタンをクリックします。 

 

 

指示した節点がハイライト

表示されている 



 

同様の操作で上階にも格子壁を作成してみます。指示する節点は節点９，１０，１１，１２

になります。板厚は同じ１０とし材料番号は２１を選択して格子壁を作成し、計算を実行し

てみます。 

 

 

 

節点１０のＸ方向変位は０．００６ｍｍとなり壁がない時の約１．６％の変位量になりまし

た。このように格子壁は強度的にはかなり効果があることが分かります。 

 

［フレーム構造解析］では板要素を直接扱えませんのでこのように格子状の要素をつかって

近似するしかありませんが従来はその設定をするのに手作業で多くの工数がかかりました。 

 

［フレーム構造解析９］から近似モデルで矩形のみの対応となりますが自動でモデルを作る

ことができるので作業の効率が上がっています。ただし今回の事例でも要素数が壁の無いと

きの２８から壁作成後には１３７まで増えています。同様に節点数も増えて計算時間もかか

るようになります。 

 

［フレーム構造－立体］で設定できる要素数は９９９までなので同様の格子壁を２０面も 

作れば計算できる要素数を越えてしまいます。この特性を理解して、むやみな多用は避けて

使ってください。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   格子壁を作成してみよう 終了 



 
◇荷重パターン条件を使ってみよう 

荷重パターン条件は名称、コメント、加速度条件、安全率算出区分、集中荷重、分布荷重、

モーメント荷重、台形分布荷重をセットとして最大５０までの荷重パターン条件を登録して

おき、同じ構造物に対して荷重パターンを切り換えて計算できる機能です。 

 

ここで安全率算出区分とは荷重パターン条件タブにある“許容応力度を短期（長期の１．５

倍）として安全率を算出”のチェックボックスのことで、未チェックなら長期、チェックす

れば短期とした許容応力度で安全率を算出します。主に材質グループを“鉄骨構造（長期）”

として鉄骨構造設計を行う時に使用しますが材質グループについては後で説明します。 

 

ここでは最初の門形ラーメンを使って説明していきますのでサンプルデータの

Tutorial01.KS12 を読み込んでおいてください。 

デフォルトの荷重パターン番号は１になりますので集中荷重だけ設定しているサンプル 

データの荷重パターン１の荷重パターン名称に“集中荷重”と入力しておきます。 

 

 

 

荷重パターン番号の変更は材料番号と同様のスクロールボタンを使って行います。このスク

ロールボタンの操作は［<］［>］で前後に一つずつ進み、［<<］［>>］は前後の荷重パターン

名称が未入力の荷重パターン番号は飛ばして入力済みの荷重パターン番号に進み、［|<］は

荷重パターン番号１、［>|］は最後の荷重パターン番号５０に進みます。 

設定によりここに荷重パターン

名称を表示することができる 

荷重パターン名称に

“集中荷重”と入力 



 

ここでは荷重パターン番号２に分布荷重の説明と同じ要素２にＺ方向の－１、荷重パターン

番号３にモーメント荷重の説明と同じ節点２にＹ軸回りに１０００００、荷重パターン番号

４に台形分布荷重の説明と同じ三角分布荷重、５に加速度条件で説明したＹ方向の加速度と

自重というように、今まで説明してきたものを１パターンずつ設定してみます。 

 

なお荷重パターンの加速度条件は自重のＧｚ＝－１がデフォルトで入っているので加速度

を設定した荷重パターン５以外の加速度条件は全て０にしておいてください。 

 

 
以上のように設定できたら荷重パターン名称の右端にある▼で荷重パターン番号と名称を

リストに一覧表示して確認してみましょう。またそこから計算に使いたい荷重パターンを 

選択することもできます。 

 

計算結果は今まで説明してきたものと同じですが一度設定してしまえば荷重パターンを 

切り替えて直ぐに結果を見ることができます。 

 

また［フレーム構造解析１１］から荷重パターン毎の計算結果を保持して、計算済みの荷重  

パターンであれば再計算なしで荷重パターンを切り替えて計算結果を表示できるようにな

っています。さらにイメージ表示条件の設定で複数の荷重パターンの計算結果がある場合に

は荷重パターンのスクロールボタンをイメージ左上に表示することができます。 

 

 

 

この［<］［>］ボタンで計算済みの荷重パターンを切り替えて計算結果を確認できます。 

また［<］［>］ボタンの間には下段に計算済みの荷重パターンの総数、上段には表示して  

いる順番（荷重パターン番号ではないので注意）が表示されるようになっています。 



 

荷重パターンは特に操作としては難しいものではありませんので、この例以外にも各自で 

設定してみて試してみてください。 

 

（Tutorial16.KS12） 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   荷重パターン条件を使ってみよう 終了 

 

◇荷重パターンのコピー・合成機能を使ってみよう 

荷重パターン条件は単独の荷重条件を切り替えて計算するものですが荷重パターンのコピ

ー・合成機能を使えば既存の荷重パターンをコピーしたり複数の荷重パターンを合成して新

しい荷重パターンを設定することもできます。その方法を試してみます。 

 

この荷重パターンのコピー・合成機能では新しく設定される荷重パターン番号を先に選択し

ておく必要があります。ここでは前の荷重パターン条件のデータを引き続き使っていきます

が各自で追加したものもあるかもしれないのでコピー・合成先の荷重パターン番号には１１

を先に選択しておきます。 

 

続いてスクロールボタンの下にある［荷重パターンコピー・合成］ボタンをクリックすると

次に示すダイアログが表示されます。 

 

 

 



 

ここではコピー・合成元の荷重パターン名称をリストボックスから選択していきます。複数

の荷重パターンを選択した場合はリストボックスの上にある［＋］［－］ボタンで、合成す

るときの符号が選択できます。また下段のコピー先の荷重パターン名称にも選択した荷重 

パターン名称が追加されていきますが、この欄は修正可能なので分かりやすい名称に変更す

ることができます。 

 

選択した荷重パターンを未選択にするにはリストボックスの先頭にある空のリストを選択

してください。 

 “パターン名称の後にコピー元の番号を付ける”をチェックするとパターン名称の後に  

（ｺﾋﾟｰ*）とコピー元の荷重パターン番号が付くようになります。荷重パターン名称が   

未入力の場合に使うと分かりやすいです。 

では前の荷重パターン条件で設定した荷重パターンを選択していきます。 

 

 

 

三角分布荷重は分布荷重とイメージがかぶりますので三角分布荷重は未選択とします。 

 

荷重パターンが選択できたらコピー先の荷重パターン名称を編集します。ここにはそれぞれ

の荷重パターン名称が選択した符号でつなげられ表示されますのでそのままでは長すぎま

す。簡単で分かりやすい名称に変更しておきます。 

 

コピー先は既に選択してある荷重パターン番号１１になります。では［コピー実行］ボタン

をクリックして荷重パターンを合成してみます。なお選択する荷重パターンは一つでもかま

いませんのでその場合は単純にコピーになります。 

 



 

また加速度条件は選択した符号に関係なく合成する荷重パターンの中での最大値がコピー

されるようになっています。 

コピーができたら荷重パターンの［集中荷重］［分布荷重］［モーメント荷重］のタブを開い

てそれぞれの荷重パターンの設定値がコピーされたか確認して計算を実行してください。 

 

 

 
 計算ができたら既に計算済みの荷重パターンにイメージ左上のスクロールボタンで切り 

替えてみてください。 

 

このように荷重パターンコピー・合成機能では既存の荷重パターンから新しい荷重パターン

が簡単に作成できますので、例えば荷重パターンの１～１０に基本的な荷重条件を設定して

おき、１１～２０にこの荷重パターンコピー・合成機能でそれらを組み合わせた荷重パター

ンを作るような使い方も考えられます。また次に説明する荷重パターンの連続コピー・貼り

付け機能でも簡単に荷重パターンを設定することができます。 

 

では［フレーム構造解析１２］から追加された荷重パターンの連続コピー・貼り付け機能に

ついて説明します。 

 

先ほどの［荷重パターンコピー・合成］ボタンの右にある［連続］ボタンをクリックすると

次に示すダイアログが表示されますがこれは既に貼り付け条件を設定した例になります。 

 



 

 

ここで連続コピーを開始する荷重パターン名称と連続コピー終了のパターン名称をリスト

ボックスから選択します。ここでは荷重パターン条件１～５を選択しています。貼り付け条

件では貼り付け開始荷重パターン番号を選択すると自動的に貼り付け終了荷重パターン番

号が表示されます。 

 

荷重パターンの連続コピー・貼り付け機能では貼り付け時の荷重増減係数を必要に応じて設

定することができます。荷重増減係数が１の場合はコピー元と同じ荷重値となりますがここ

に１以外の数値を入れれば連続コピーする荷重パターン条件の荷重値を一律増減すること

ができます。 

 

荷重増減係数は通常は数十％レベルの増減になるかと思いますがここでは荷重の変化が分

かりやすいように荷重増減係数を２を入力しています。この機能を使えば試しに荷重を全体

に２０％アップさせたときにどうなるかなどの荷重パターン条件を簡単に作ることができ

ます。 

 

また荷重増減係数に１以外の値が設定されている場合はグレーアウトしていた“加速度条件

も増減させる”のチェックボックスがチェックできるようになります。これをチェックする

と加速度条件も荷重増減係数により増減します。 

 

荷重パターン名称末尾付加文字に文字を入力すると新たに貼り付け得られる荷重パターン

名称の末尾に追加されます。荷重増減係数を１以外の＊にすると“（Ｌｋ＝＊）”の文字が自

動的に表示されます。また“加速度条件も増減させる”をチェックすると荷重パターン名称

末尾付加文字は“（Ｌｋａ＝＊）”となります。ここでＬはＬｏａｄの荷重、ｋは係数、ａは

加速度の意味で使っていますが荷重パターン名称末尾付加文字は自由に変更は可能です。ま

た右の［Ｃ］ボタンでクリアもできます。 



 

ここでは荷重パターン番号１～５をコピーして荷重と加速度を２倍にして荷重パターン番

号１５～１９に貼り付ける設定になっています。ではこの条件で［貼り付け実行］ボタンを

クリックしてみます。 

 

 

 

このように荷重パターン番号１５から１９に連続して貼り付けられています。また荷重パタ

ーン名称には荷重パターン名称末尾付加文字の“（Ｌｋａ＝２）”が追加されており、荷重パ

ターン番号１５の荷重条件を見ると集中荷重が２倍になっているのが分かります。 

 

なお荷重パターン名称が設定されていない場合は末尾付加文字も付けられないようになっ

ています。 

 

これらの荷重パターン条件のコピー・合成機能と［フレーム構造解析１２］で追加された  

連続コピー・貼り付け機能、および計算結果保持機能と連続計算を有効に使うことで、複数

の荷重パターン条件の計算結果を効率良く比較・検討できるようになっています。 

（Tutorial17.KS12） 

 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   荷重パターンコピー・合成機能を使ってみよう 終了 

 



 
◇連続計算機能を使ってみよう 

荷重パターン条件は最大５０まで登録でき、同じ構造物に対して荷重パターンを切り換えて

計算できましたが、［フレーム構造解析８］から自動的に荷重パターンを切り換えて連続し

て計算できる機能が付いています。 

 

連続計算の対象となる荷重パターンは名称が入力されているものだけになります。前の荷重

パターンコピー・合成機能のデータでは荷重パターン名を６つ設定していますのでこの  

データを使って説明していきます。データを変更している場合は Tutorial17.KS12 を読み  

込んでおいてください。 

 

連続計算はプルダウンメニューから実行します。プルダウンメニューの［連続計算］をクリ

ックすると次のダイアログが表示されます。 

 

 

 
上段で連続計算したい荷重パターン名をチェックします。名称の入っていない荷重パターン

は選択できないようになっています。また右上にあるボタンで荷重パターン名のあるものを

全てチェックしたり、全てのチェックを外したりできます。 

 

下段では出力したい形式を選択します。 

ここで連続計算したい荷重パターンをチェックする 



 

出力したい形式は複数選択してもかまいませんが印刷ではプリンタの準備ができているか、

ファイル出力では出力先のパスや空き容量等問題がないか確認してから実行してください。

なおデフォルトの出力先は作業フォルダの下の\Sample になっています。また****の部分は

ログオンユーザー名になりますのでユーザー毎に変わってきます。 

 

［プリンタ設定］ボタンをクリックするとプリンタの設定を変更することができ、ファイル

出力では出力先パスの右にある［参照］ボタンで出力先を変更することができます。 

 

また［フレーム構造解析９］からＥＸＣＥＬ出力が追加されましたが、これがチェックされ

ていると［環境設定］の［オプション設定］に関係なく連続計算実行時に新しいエクセルを

起動して、後は同じエクセルにシートを追加して計算結果を貼り付けていきます。 

 

ここではまず出力先を何も選択しないで［連続計算実行］ボタンをクリックすると自動的に

荷重パターンが切り替わり計算が実行されていきます。 

 

計算が終了すると再度このダイアログが表示されタブが［直前連続計算最大値一覧］に切り

替わります。［フレーム構造－立体］では最大値一覧として荷重パターン名と変位、曲げ応

力、せん断応力と軸力を圧縮と引張りに分けて圧縮軸力と引張軸力、総反力のそれぞれの最

大値が表示されるようになっています。 

 

 



 

この直前連続計算最大値一覧は次に連続計算を実行すると更新してしまいますので必要な

場合は［ログファイル出力］ボタンをクリックしてログファイルに出力しておいてください。 

 

次に出力したログファイルをメモ帳で開いたものを示しますがログファイルのファイル名

はデータファイル名と連続計算の実行時間になっています。 

 

 

 

荷重パターンの設定がトライアンドエラー的な設定の場合はこのように何も出力しないで

連続計算を実行してから、これらの値を参考に出力する必要のない荷重パターンのチェック

を外してから出力設定して再度、連続計算を実行すると良いでしょう。 

 

次に［設定］タブを開いてＰＤＦ出力のみチェックして再度連続計算を実行してみます。前

述のように［フレーム構造解析１１］から計算済みの荷重パターンは再計算しないので直ぐ

に連続計算は終了するので出力先に設定している\Sample フォルダを開いてみます。このよ

うにデータファイル名＋（荷重パターン名）のＰＤＦファイルができているのがわかります。 

 

 

 



［フレーム構造解析１１］から既に計算結果が得られている荷重パターンについては再計算

をしないようになりましたので計算に時間がかかる場合でもとりあえず連続計算を実行し

ておき、必要なものだけ出力設定をして連続計算を実行すれば計算済みの荷重パターンにつ

いては再計算なしに各種の出力を行うことができます。 

 

また EXCEL 出力をチェックすると次に示すように“Sheet*_荷重パターン名称”のシートが

追加されて一つのエクセルに出力することができます。 

 

 

 

［フレーム構造解析１２］では上記のようにエクセル出力に構造イメージも一緒に貼り付け

られるようになっているためエクセル出力前に画像サイズや位置等を設定するダイアログ

が表示されます。これについては計算結果の出力のエクセル貼り付けで説明します。 

 

他の出力も各自で試してみてください。なおファイル出力は不要なファイルができても削除

すれば良いですが印刷の場合は条件によっては膨大な枚数となることもありますので注意

してください。 

 

また新規に設定してまだ未保存のデータは連続計算が実行できませんのであらかじめ  

データを保存しておく必要があります。また構造上の不具合でエラーが出るかも知れません

ので新規に作成したり構造を大きく変更した場合は通常の計算実行が通るかどうかを  

確かめてから連続計算を実行するようにしてください。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   連続計算機能を使ってみよう 終了 

 



 
◇通り別詳細を見てみよう 

個別要素詳細については既に説明していますが［フレーム構造解析１２］では［個別要素詳

細］とタブで切り替えて［通り別詳細］機能がありますのでそれを試してみましょう。 

 

ここではＤＸＦファイルを読み込んで作成したサンプルデータの Tutorial12.KS12 を読み 

込んでから計算を実行しておきます。 

 

計算が終わったら［個別要素・通り別］のタブを開き、さらに［通り別詳細］のタブを開き

ます。ここで基準節点に節点１０、通り面に［Ｘ－Ｚ面］を選択します。 

 

 

 

上記のようにイメージは選択した通り面が元のままで後の構造要素は薄く表示されるよう

になっています。また計算結果もその通り面にある節点および要素だけが表示されるように

なっています。 

 

なお［個別要素詳細］や［通り別詳細］タブが開いている場合はその計算結果が出力される

ようになっています。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   通り別詳細を見てみよう 終了 

 



 
◇部材色分け表示を試してみよう（ＮＥＷ） 

［フレーム構造解析１２］では材料番号毎に部材表示色を設定して構造イメージを色分け表

示する機能が追加されましたのでそれを試してみましょう。 

 

ここではサンプルデータのTutorial12.KS12を読み込んで材料番号２と材料番号３に適当な

断面と部材表示色を選択しておきます。 

 

 

 

部材表示色はＲＧＢの数値で設定しますが［<一覧から表示］ボタンをクリックすると表示

色一覧から選択できます。 

 

続いてＸ方向の部材の材料番号を２、Ｙ方向の部材の材料番号を３に変更しておきましょう。

この操作は表示グループ機能と一括修正機能を使うと簡単にできますので、操作を忘れてし

まったらそちらを参照しながら操作してみてください。 

 

また材料番号の１はデフォルトのままの黒としておきます。材料番号が変更できたら［材

料・断面性能］タブにある［部材別色分表示］ボタンを押してみます。 

 

なお［部材別色分表示］ボタンを押すとその下にも選択されている部材色が表示されるよう

になっています。 

 



 

 

ここでは部材表示色と材料番号の関係が分かりやすくなるように材料番号も表示していま

す。このように材料を設定するときに部材色も選択しておけば良いですが材料名称と同様に

後から設定したい場合やテンプレートで先に設定しておく方法も考えられます。そこで［材

料・断面性能］タブにある［テンプレート入出力］ボタンをクリックすると次に示す［材料

名称・部材色設定／テンプレート入出力］ダイアログが表示されます。 

 

 



 

このダイアログでは材料名称と部材表示色を一括して設定することができ、左側の[材料番

号の表示範囲を選択]の下のボタンで切り替えて２００種類の全ての材料番号についてここ

で設定できます。部材色はＲＧＢの入力欄で設定しますがここで部材色右の［<］ボタンを

クリックすると前述の表示色ダイアログが表示されますのでそこから選択することも可能

です。 

 

設定内容はテンプレートのタイトルを入力して［保存］ボタンをクリックするとその番号の

テンプレートに保存され、テンプレートの数字番号をクリックすると読み込みできますので

材料番号や部材色を確認して［全確定］ボタンをクリックすると材料番号と部材表示色が確

定します。またこのボタンの下にある［材料番号のみ反映］や［部材色のみ反映］ボタンで

はそれぞれの設定のみ反映することができます。 

 

 

 

あらかじめ材料番号に対する材料名称や部材色を決めてテンプレートに保存しておき新規

の構造を作成するときも先にテンプレートを読み込んでから作業すれば構造データの標準

化も可能になると考えられます。是非活用してみてください。 

 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   部材色分け表示を試してみよう 終了 

 



 
◇ツールメニューを試してみよう 

プルダウンメニューの［ツール］をクリックすると次に示すサブメニューが表示されます。 

 

ここではそれぞれのサブメニューの機能について説明していきます。 

 

●節点番号ソート機能 

節点番号ソート機能は座標値の優先順位のよって節点番号を並べ替える機能です。 

［節点番号ソート］をクリックするとさらに次に示すサブメニューが表示されます。 

 

これがソートするときの座標値の優先順位となり、例えば［Ｘ－Ｙ－Ｚ］をクリックした  

場合はＸ座標、Ｙ座標、Ｚ座標の優先順位で座標値の昇順の並べ替えが行われます。 

 

後の並べ替えは各自で試してみてください。この機能は後から節点を追加した場合やＤＸＦ

で形状を取り込んだときなどで節点がバラバラになったのを並べ替えることができます。 

 

●要素番号ソート機能 

要素番号ソート機能は材料番号と要素番号で並べ替える機能です。 

［要素番号ソート］をクリックすると次のメッセージが表示されます。 

 

 

 

ここで［ＯＫ］ボタンをクリックすると材料番号と要素番号の昇順で並べ替えします。使っ

ている材料が多くまた、後からいろいろな材料番号の要素を追加していって同じ材料番号の

要素がバラバラに並んでしまった場合に使います 



 

●設定データチェック 

［設定データチェック］をクリックするとさらに次に示すサブメニューが表示されます。 

 

設定データチェックの機能は従来の［二重設定要素チェック］に［フレーム構造解析１１］

から［微小長さ要素］［座標値丸め誤差］のチェック機能を追加したものになります。 

 

［二重設定要素：表示のみ］をクリックすると同じ始終点の節点で複数の要素が設定されて

いないかをチェックしていき、二重要素が見つかった場合は右のようなメッセージが表示さ

れます。 

 

ここで［ＯＫ］ボタンをクリックすると次の二重要素を検索し、最後に見つかった二重要素

の数を表示します。 

［二重設定要素：自動削除］をクリックすると最初に確認のメッセージが表示されます。 

 

ここで［ＯＫ］ボタンをクリックすると見つかった二重要素を自動で削除し、最後に削除し

た箇所が表示されます。 

 

要素を二重に設定すると新たに材料を設定することなくその部分の強度を上げることがで

き、あえて二重に設定する場合があるので通常の計算時にはチェックされません。ただし 

要素数が多くなってくるとうっかり二重に設定してしまうこともありますが要素数が多い

と探すのも大変になります。要素数の多いときには構造要素が設定できた時点でチェックし

てみると良いでしょう。 

 

なお［フレーム構造解析１１］から等辺山形鋼とみぞ形鋼を背中合わせにした“Ｗ山形鋼”

と“Ｗみぞ形鋼”の断面データが追加されていますのでこれらの鋼材の二本使いで強度を上

げたい場合は二重に要素を設定せずこちらを使ってみてください。 



 

［微小長さ要素：表示のみ］は１ｍｍ未満の要素をチェックする機能で、１ｍｍ未満の要素

が見つかると次のようなメッセージが表示されます。 

 

 

 

これには自動修正機能はありませんので表示されている要素番号や節点番号から正常な要

素かどうか確認してください。 

 

また微小長さ要素ができている場合は節点が微小に離れているので接合設定にもならず、浮

き節点チェックでもチェックできないことがありますので必要に応じて［微小長さ要素チェ

ック］も実施してみてください。 

 

［座標値丸め誤差：＊＊］は［節点・支持］タブの節点の座標値の表示と実際の座標値が異

なるものをチェックします。データ表示欄に表示される節点の座標値は小数点を含み最大 

８桁に丸められて表示されます。９９９．９９９９９の座標値は丸められて１０００と表示

されますので、表示上は同じ座標値で接合設定となると考えられるものが、座標値が丸めら

れて表示されているため接合設定とならずこの場合も予想外の動作となる場合があります。 

 

［座標値丸め誤差：表示のみ］をクリックすると表示と実際の座標値をチェックしていき、

値が異なるものが見つかった場合は次のようなメッセージが表示されます。 

 

 

 

［座標値丸め誤差：自動削除］をクリックすると最初に確認のメッセージが表示されます。 

 

 

 

ここで［ＯＫ］ボタンをクリックすると見つかった丸め誤差のある座標値を表示されている

値に自動で修正します。 



 

［微小長さ要素チェック］と［座標値丸め誤差チェック］は［フレーム構造解析１１］から

追加された機能で、ＤＸＦコンバータの誤差等で発生した見つけにくい設定ミスを見つける

機能となります。設定データを見直してもエラーが出る、接合設定になるはずがならないな

ど思ったような動作とならない場合は従来の［浮き節点チェック］と合わせてこれらのチェ

ックも実施してみてください。 

 

●ＢＭＰ出力用最大アニメーション形状 

［フレーム構造－立体］ではモーメント線図やせん断力線図のアニメーション表示ができま

すが従来は一時停止ができなかったのでアニメーションの画像をＢＭＰ出力することがで

きませんでした。 

このメニューをクリックするとさらに次に線図の種類を示すサブメニューが表示されます。 

 

ここで表示したい線図の種類をクリックするとその線図の最大アニメーションの状態が 

止まってイメージ表示されますので、そのイメージをＢＭＰ出力することができます。 

簡単な機能なので各自で試してみてください。なお最大アニメーション形状を解除するには

イメージ上でマウス左クリックすると解除できます。 

 

●簡易寸法線記入 

簡易寸法線機能は２つの節点を指示して長さ寸法や平行寸法を記入する機能です。 

［簡易寸法線記入］をクリックするとさらに次に示すサブメニューが表示されます。 

 

以下、各サブメニューについて説明します。 

・長さ寸法記入：２つの節点を指示すると全体座標を基準とした水平あるいは垂直寸法線が

マウスについて仮表示されますので記入点を指示して寸法を作成します。寸法線の引出方向

はマウスの位置で自動的に決まります。また寸法線が仮表示の時に［Shift キー］を押すと

その時の引出方向で固定されるようになっています。 



 

・平行寸法記入：２つの節点を指示すると２点と平行な寸法線がマウスについて仮表示され

ますので記入点を指示して寸法を作成します。引出方向は右か左かになります。 

・寸法値位置変更：［フレーム構造解析１１］から追加された機能で既に記入済みの寸法線

の寸法値の位置を変更することができます。寸法値の位置を変更したい寸法線にマウスを持

っていき寸法線を認識するとハイライト表示されますのでそこでマウス左クリックすると

寸法線がマウスについて仮表示の状態に戻りますので記入点を指示して寸法値位置を変更

します。 

・寸法線個別削除：削除したい寸法線にマウスを持っていき、寸法線を認識するとハイライ

ト表示されますのでマウス左クリックするとその寸法線が削除されます。 

・寸法線全削除：全ての寸法線を削除します。 

・寸法線を元に戻す：個別削除や全削除で削除した寸法線を元に戻します。 

・やり直し：元に戻した寸法線を削除された状態にやり直します。 

・寸法線表示／非表示：寸法線を表示したり非表示にしたりします。 

次に通り別詳細で使ったデータに寸法線を入れた例を示します。 

          

なお簡易寸法線は標準のＵＮＤＯ・ＲＥＤＯ機能には対応していませんのでサブメニューの 

［元に戻す］や［やり直し］を使いますがこの機能は最大１０回までとなっています。 

 

イメージ表示条件設定やイメージ表示枠の上の［寸］ボタンでも寸法線の表示・非表示を切

り替えることができます。また寸法値に単位を付けて表示したり寸法線や寸法値の表示色を

設定することができるようになっています。 

 

また簡易寸法線は最大３０箇所に記入でき［フレーム構造解析１０］から簡易寸法線の情報

もデータファイルに保存されるようになりました。 

 

簡易寸法線記入は簡単な機能ですので各自で試してみてください。なおこの簡易寸法線は 

内部的には３次元で構成されていますので回転させてみると面白いです。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   ツールメニューを試してみよう 終了 



 
◇マウスで節点条件を編集してみよう 

●ＳＴＥＰ１（作業領域の設定） 

新規に起動した場合はスタートアップから［０からスタート］をクリックします。既存の  

設定が残っている状態で引き続き作業する場合は［新規］ボタンをクリックして確認メッセ

ージが出るので材料データまで含めて消去するとして［はい］をクリックして全てのデータ

を消去しておきます。 

 

まず［節点・支持］タブにある[作業領域設定]タブを開きます。ここで作業領域の基点座標

と幅（Ｗ）、奥行き（Ｄ）、高さ（Ｈ）の寸法を設定し［領域表示］ボタンを押すとイメージ

上にその領域が薄く表示されます。 

 

 

 

 
●ＳＴＥＰ２（節点の追加） 

次に［イメージ上で処理］のタブを開きます。スナップピッチを入力し処理平面を選択した

ら［追加］ボタンを押してマウスをイメージ上に持っていきます。 

 

節点を追加する場合はまず基点を指示します。基点は既存の節点か作業領域の各コーナーが

指示できます。ここでは作業領域の基点のコーナーを指示します。 

作業領域を設定するとイメージ上に薄くその領域が表示される 



 

 

 
 
 

基点が指示されると選択した処理平面に応じた矩形のラバーバンドが表示され追加点の 

指示になります。マウスの位置には基点からの相対距離も表示されるようになっており、 

全体座標にも選択している処理平面が表示されるようになっています。 

 

なお基点からの相対距離はスナップピッチの倍数になりますので必要に応じて節点を追加

する前にスナップピッチを変更しておいてください。希望の位置になったらマウス左クリッ

クするとその位置に節点が追加されます。また基点として指示した節点やコーナーを追加点

として指示することも可能です。 

 

ここでは分かりやすくするため基点として指示した作業領域の基点を追加点として指示し

てここを節点１とします。これを元に基点＞追加点と連続して指示していき簡単な門形  

ラーメンを作ってみます。 

 

追加ボタンを押して基点を指示すると

矩形のラバーバンドが表示され基点か

らの相対距離が表示される 

処理平面が表示されるスナップピッチを入力し処理平面を選択する

ここが基点



 

後は支持条件をつけて節点をつないでいけば次に示すような構造が簡単に作成できます。 

なおマウスでの作業を終わる場合は［解除］ボタンを押すかイメージ上でマウス右ボタンを

クリックしてください。 

マウスを動かすと追加点

の座標がリアルタイムで

更新されていく 

基点

追加点



 
●ＳＴＥＰ３（節点の移動） 

節点を移動したい場合も操作は同じで追加の時の基点の指示の代わりに移動したい節点を

指示します。 

 

 

 

 

 
 基点の節点を指示されると選択した処理平面に応じた矩形のラバーバンドが表示され移動

点の指示になりマウス左クリックした点に節点が移動します。 

 

移動の場合もスナップピッチの倍数で移動しますので必要に応じてあらかじめスナップ 

ピッチを変更しておきます。 

 

イメージ上で節点を追加したり移動するのは簡単な構造や部分的に構造を追加・編集する 

ようなとき場合に分かりやすく便利な機能ですので操作に慣れておくと良いでしょう。 

 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   マウスで節点条件を編集してみよう 終了 

処理平面にＸＹ（水平面）を選択して移動ボタンを押す 

水平面を移動しているので

マウスを動かしてもＺ座標

は変化しない 

基点は節点２の元の位置となる 



 
◇材質グループを変更してみよう 

材質グループとはあらかじめ材質データを区分けすることにより最大１０までの材質  

グループを設定できそれを切り換えて計算できる機能です。 

 

従来は鉄骨構造設計などで長期と短期で許容応力度（基準強さ）の異なる材質グループを作

っておき、それを切り換えてそれぞれの安全率を簡単に出せるようにしていましたが［フレ

ーム構造解析１０］から材質グループで許容応力度の長期と短期を切り替えるのではなく荷

重パターン条件で切り替えるようになりましたので、鉄骨構造用の材質グループは［鉄骨構

造（長期）］のみとなり［鉄骨構造（短期）］は廃止しています。また以前の標準の材質は［構

造解析一般］という材質グループ名になっています。 

 

ではサンプルデータのTutorial01.KS12を読み込んで材質グループの機能を確認してみます。 

 

 

 
［材料・断面性能］のタブを材質グループのリストボックスから［鉄骨構造（長期）］を   

選択すると次のメッセージが表示されます。 

 

 

［材料・断面性能］のタブを開

き材質グループ名称のリストボ

ックスをクリックする 



 

これは直前の材質グループと選択した材質グループで同じ材質がない場合に表示される 

メッセージになり、既に設定済みの材料と同じ材質が新しい材質グループにない可能性があ

るので、その場合は自動的に新しい材質グループのデフォルトの材質（材質リストボックス

の先頭の材質）に変更されてしまうので注意として表示されます。 

 

ここでは材質グループの機能の確認なので［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

 

  

 
［構造解析一般］では材質は SS330 でしたが［鉄骨構造（長期）］には SS330 が無いので   

［鉄骨構造（長期）］のデフォルトの材質の SS400に変更されています。 

 

ただし［フレーム構造解析１０］から［鉄骨構造（長期）］の材質グループは従来の４種類

から４２種類と大幅にデータを増やしていてここに見られるように板厚の区分も追加され

ています。 

 

［鉄骨構造（長期）］を選択すると基準強さの表示が“長期許容応力度”と変更されその値

も変わっています。ではこの条件で計算を実行してみましょう。 

基準強さの表示が長期許容応力度

に変更され値も変わっている 

材質がＳＳ３３０からＳＳ４００に変更された 



 

 

 

 

基準強さ（許容応力度）は安全率の算出に使っているので［モーメント・応力・座屈］の   

タブを開いて最小曲げ応力安全率を確認してみると約６になっています。 

 

今度は荷重パターン条件で“許容応力度を短期（長期の１．５倍）として安全率を算出”を

チェックして安全率算出区分を［短期］にします。 

 

 

 

この条件で計算を実行して、先ほどと同様に最小曲げ応力安全率を確認してみます。 

 

 

 

 

安全率算出区分が［短期］では最小曲げ応力安全率は約９になっています。鉄骨構造の短期

許容応力度は長期の許容応力度の１．５倍なので安全率の変化としては妥当な結果になって

います。 

長期許容応力度を使った最小曲げ応力安全率は約６になっている 

短期許容応力度を使った最小曲げ応力安全率は約９になっている 



 

この安全率算出区分は荷重パターン番号毎に設定できるので一つのデータファイルで長期

と短期を切り替えて計算できるようになっています。 

 

このように従来は材質グループで切り替えていたものが［フレーム構造解析１０］から荷重

パターンで設定できるようになりましたが従来のような材質グループに長期、短期のデータ

を作って材質グループで切り替えて計算することも可能です。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   材質グループを変更してみよう 終了 

 
◇計算履歴を使ってみよう 

 プルダウンメニューにある［計算履歴］は設定データを編集して計算するとその時の設定

内容を自動保存して後から再現できる機能です。これは保険みたいな機能になりトライアン

ドエラーで最適な設計条件を探している場合に、本来は計算する毎に手動で保存していけば

良いのですが面倒ですし無駄なデータも増えるので通常は保存しないで作業を進めること

が多いと思います。 

 

その後、一連の計算結果を検討して何回か前の計算が最適な設計条件だったことが分かって

もその条件を完全に覚えていないと再現が難しい場合が出てきます。そのような場合に自動

保存している計算履歴から最適な設計条件だったデータを探し出して復元することができ

る機能になります。ではその機能を確認してみましょう。 

 

とりあえず何でも良いのですがここではサンプルデータの Tutorial01.KS12 を読み込んで 

プルダウンメニューの［計算履歴］をクリックすると次のダイアログが表示されます。 

 

 

 

上部のリストボックスで復元したい計算履歴を選択します。その下の設定で自動保存をする

かしないか、設定したある日数毎に自動保存したデータを削除するかどうか、計算履歴に 

表示される時刻の表示モードの選択、自動保存ファイルを全て削除するなどができるように

なっています。この機能を知らないで自動保存されているデータが多いと思いますので一旦

［自動保存ファイルを全て削除する］をクリックすると次のメッセージが表示されます。 



 

 

 

ここで［ＯＫ］をクリックして自動保存ファイルを全て削除しておきます。 

 

メインのダイアログはサンプルデータのTutorial01.KS12を読み込んだ状態になっているの

でそのまま何も変更しないで計算実行してからプルダウンメニュー［計算履歴］をクリック

します。 

 

 

計算を実行したのに計算履歴は空になっています。計算履歴の自動保存はデータが編集して

ある場合のみ実行されるので既存データを読み込んで直ちに計算実行を行っても自動保存

はされません。［キャンセル］でこのダイアログを閉じて何かデータを変更してみます。 

 

たとえば［節点・支持］のタブを開いてデータ表示欄をクリックしてデータ入力ボックスが

表示されればその時点でデータが編集された可能性があると判断しているので、データ入力

ボックスが表示されたら計算を実行してみます。同様に別のサンプルデータを開いてどこで

も良いのでデータ入力ボックスを表示してから計算実行して見ます。３例くらい実行したら

［計算履歴］をクリックします。 

 

 

 

なおデータが編集されていると上記のメッセージが表示されます。ここで［はい］を選択す

るとデータの保存に進みますがここでは［いいえ］をクリックして計算履歴のダイアログを

開きます。 



 

 

 

 

 

 

 

計算履歴のリストボックスには自動計算履歴のリストボックスには自動保存した古い順に

Ｎｏが付けられ、続いて年月日時分秒、作業中の拡張子のないファイルが一緒に表示されま

す。時刻の表示は設定の表示モードで変更できますので見やすい方を選択してください。 

 

ここで復元したい計算履歴を選択し［復元のみ］ボタンをクリックするとデータの復元のみ、

［復元後計算実行］ボタンをクリックした場合はデータを復元した後直ちに計算が実行され

るようになっています。 

 

計算履歴の機能は［０からスタート］したときでも有効です。一旦コマンドを終了し   

［０からスタート］で起動してから［計算履歴］をクリックしても同じ計算履歴が表示され

ます。では試しにＮｏ２を選択して［復元後計算実行］をクリックしてみます。 

 

 

 

 

 
自動保存された計算履歴が読み込まれ直ちに計算が実行されて計算結果が表示されます。 

またタイトルバーには復元した計算履歴の情報が表示されるようになっています。 

 

前述のように計算履歴は保険のような役割で設定によりデータを編集して計算を実行する

ごとにどんどん自動保存されて溜まっていきます。あまり古いデータでは取っておいても役

に立たないことが多いので３日程度で自動的に消去していく設定（デフォルト設定）で良い

ように思いますが計算する頻度や運用方法等を考慮して各自で設定を決めてください。 

古い順にＮｏが付いていく

自動保存した年月日時分秒が表示される 

拡張子のないファイル名が表示される

復元した計算履歴の情報が表示されている 



 

なお参考までに説明しておくと、自動保存するファイルは［フレーム構造解析１１］の作業  

フォルダにコマンド識別ＩＤ＋時刻情報＋ファイル名＋拡張子“.ct$”として保存していき

ます。またデータ形式は既存データと同じフォーマットのテキスト形式になっています。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   計算履歴を使ってみよう 終了 

 
◇環境設定を見てみよう 

プルダウンメニューの［環境設定］をクリックしてどのような設定があるのかを見てみまし

ょう。 

 

つぎに個々の設定を開いてみます。 

  
●ＳＴＥＰ１（計算条件・単位設定） 

［計算精度・単位設定］では計算精度、有効数字、単位、自重条件の設定ができます。計算

精度についての詳細はマニュアルを参照してもらいたいですが精度を高くすると節点間に

内部的に設ける計算用節点の数が多くなり各種線図の曲線部がなめらかになります。特に 

分布荷重を使っている場合は精度を高くした方が良いでしょう。 

 

 



 

計算精度を変更すると最大たわみ等の発生位置が比較的大きく変わる場合があります。これ

は発生位置を計算用の内部節点を含めた節点で取得しているためで、発生位置の精度を上げ

たい場合は計算精度を高くするか近くに節点を設けると良いでしょう。内部節点が増えると

たわみ曲線やモーメント線図等もなめらかに表示されます。 

 

有効数字ではその桁数によって計算結果の値を丸めて表示しますので必要最小限の値を 

設定しておくと計算結果も見やすくなります。なお表示される小数点以下の桁数も有効数字

と同じ桁数になります。 

 

単位の設定ではたわみ、たわみ角、荷重、長さの単位を切り替えることができます。なお  

単位を変更すると取得していたＵＮＤＯ情報もクリアされますので注意してください。 

また合成応力算出方法で合成応力に［立体構造解析３］では相当曲げ応力、相当ねじり応力

を使っていましたが相当曲げ応力、相当ねじり応力は主に円形の断面形状に適用できる計算

方法なので鋼材の場合は条件によって過大な応力値が出ていました。そこでここをチェック

しておけば合成応力の算出に相当曲げ応力、相当ねじり応力を使わないようになります。 

合成応力の詳細についてはマニュアルを参照してください。 

 

総反力算出方法でここをチェックすると総反力の項目が水平反力となりＸ方向とＹ方向の

み合成した反力が表示され、チェックを外すとＺ方向の反力も含めた総反力となります。 

反力の評価として分かりやすい方を選択してください。 

 

また［計算実行］ボタンの下の［計算条件設定］ボタンをクリックしても同じダイアログが

開くようになっています。 

 

なおここの設定を変更した場合は計算結果がクリアされるので再度計算してください。 

 

 

●ＳＴＥＰ２（イメージ表示条件設定） 

［フレーム構造解析１０］から計算結果をイメージ中に表示できるようになったり、単位を

付けて表示できるようになるなど大きく設定項目が増えています。 

 

ではイメージ表示条件の設定ダイアログを開いてみます。プルダウンメニューの［環境設定］

＞［イメージ表示条件設定］をクリックするかイメージ表示枠左上の左上にある［表示切替

>］ボタンをクリックしても同じダイアログが表示されます。 

 



 

 
 

イメージ表示条件設定ではここでイメージ中に表示される番号や記号、計算結果や各種線図

等の表示、非表示の切り替え、支持や荷重イメージ、各種線図の大きさを変更することがで

きます。設定内容を変更して［確定］ボタンをクリックするとイメージに反映され計算書の

イメージにも影響します。また入力時のイメージ表示にも反映されます 

 

［フレーム構造解析１１］から複数の荷重パターンで計算結果がある場合に“変位の基準を

全ての計算結果の中の最大値とする”をチェックすることでそれらの中の変位の最大値を基

準としてイメージ表示することができ、どの荷重パターンの変位が大きいのかがイメージ上

で視覚的に分かるようになっています。 

 

［フレーム構造解析１２］からイメージ中に表示される文字のフォントサイズを従来の大中

小の３種類のボタン選択からリストボックスによる６ｐｔ～２４ｐｔの１２種類に増やし

ていますので必要に応じて見やすいフォントサイズを選択できるようになりました。 

 

 



 

また従来は固定色だった集中荷重、モーメント荷重、分布荷重、台形分布時荷重のイメージ

色も設定できるようになっています。各表示色はＲＧＢの数値入力により設定しますが、設

定欄右の［<］ボタンをクリックすると既定の表示色一覧が表示されここの表示色名称ボタ

ンをクリックすることで表示色を変更することもできます。 

 

 

 

さらにホイールマウスのホイールを回した時の動作も切り替えできるようになっており、

［フレーム構造解析１２］から［回転］ボタン押下時はホイールで構造イメージをＺ軸回転

できるようになっていますがその回転方向もここで切り替えできます。 

 

イメージ表示枠の上の［節］～［寸］の小さなボタンは表示切替ボタンになっていて［節］：

節点番号、［要］：要素番号、［材］：材料番号、［荷］：荷重イメージ、［全］：全体座標、［部］：

部材座標、［断］：断面形状、［質］：質量点、［注］：注目フラグ、［寸］：寸法線で、クリック

する毎に表示を切り替えられるようになっています。 

 

例えば［断］は断面形状の表示切替ですがクリックする毎に［自動縮尺］＞［縮尺無し］＞

［非表示］＞［自動縮尺］・・・というように表示が切り替わっていきます。 



 

さらに［フレーム構造解析１１］から計算実行後にイメージ表示枠の上の［Rf］～［Ac］の

ボタンが使えるようになります。こちらは計算結果の表示切替ボタンになっていて［Rf］：

反力関係、［Rm］：反モーメント関係、［δ］：変位関係、［Fx］：軸力関係、［My］：部材Ｙ軸曲

げモーメント関係、［Mz］：部材Ｚ軸曲げモーメント関係、［Sy］：部材Ｙ軸せん断力関係、

［Sz］：部材Ｚ軸せん断力関係、［Mk］：イメージ中の各計算結果の記号表示、［Ac］：イメー

ジ中の各計算結果の一括非表示となっています。 

 

これらのボタンも基本的にはイメージ表示条件設定の関連した設定をクリックする毎に切

り替えているものになります。どのようにイメージ表示が変わるのかいろいろと試してみて

ください。 

 

さらにこれらのボタンには後で説明するようにショートカットキーも割り当てることがで

きデフォルトの設定ではファンクションキーを主体とした設定になっており、キーボードか

ら表示の切り替えが可能になっています。 

 

［フレーム構造解析１０］からこのようにイメージ表示条件が大幅に増えており簡単に切り

替えることもできるようになっていますが、データ入力時や計算結果の検討時などその時々

に応じた設定をこれらのボタンや設定ダイアログのチェックボックスでいちいち変更して

いくのは面倒です。そこで［フレーム構造解析１０］からイメージ表示条件にもテンプレー

ト機能を追加して、あらかじめそれぞれの作業に応じたイメージ表示条件を設定しておいて、

簡単に表示の切り替えができるようにしています。テンプレートの機能はイメージ表示条件

設定ダイアログの右上にあります。 

 

 

 

テンプレートの設定を読み込むときは読み込みたい設定の数字ボタンをクリックします。ま

た［保存］ボタンをクリックすると現設定がその番号にタイトルと一緒に保存されますので

どのような設定なのか分かるようなタイトルに編集しておくと良いでしょう。 

 

また［フレーム構造－立体］では表示切替の小さなボタンの下にテンプレート名称を表示し

たリストボックスがあり、イメージ表示条件設定ダイアログを開かなくてもテンプレートの

切り替えが可能になっています。 

 



 

●ＳＴＥＰ３（印刷設定） 

これはダイアログにある［設定］ボタンを押したときと同じで計算書やＰＤＦ出力するとき

の出力タイトルやコメントやフォントサイズ、余白等の設定を行います。 

 

 

ここではファイル名や日付を出力するかどうかや出力タイトル、出力コメントの出力設定、

および計算書のイメージ設定、ページ設定、行を色分けするかどうか、計算書の各項目の  

出力位置などを設定した出力テンプレートの選択、複数ページの時に１枚に複数ページを  

印刷するかどうかの印刷レイアウト、使用するプリンタの情報とプリンタ設定が行えるよう

になっています。 

 

ここの出力設定のファイル名・日付、出力タイトルや出力コメントはＣＳＶ出力、ＨＴＭＬ

出力にも反映されますので必要に応じてそれらを出力する前にここで設定しておいてくだ 

さい。 

 

また計算実行後は右側にプレビューも表示されここから印刷もできるようになっています。 

 

［フレーム構造解析１０］から［ページ番号設定］のタブが追加されページ番号の出力の有

無、総ページ数の出力の有無、任意の総ページ数やページ番号の初期値を設定でき、ページ

番号の位置も選択できるようになっています。 



 

この機能により例えばプロジェクト全体の書類などの一部として［フレーム構造解析１２］

で出力した計算書も一緒にまとめる場合に計算書のページ番号を前後の書類と合わせるこ

とができます。 

 
 

●ＳＴＥＰ４（出力テンプレート設定） 

これは印刷設定ダイアログの出力テンプレートにある［設定］ボタンを押したときと同じで、

計算書の各出力項目の出力位置を変更したり値の大きなものだけ出力するなどの設定を 

登録した出力テンプレートファイルの保存や修正を行うことができます。詳細は後で説明し

ます。 

 
 

●ＳＴＥＰ５（ＣＡＤ・ＤＸＦ出力設定） 

 ［ＣＡＤ・ＤＸＦ出力設定］ではＣＡＤ通信設定や出力図形の画層と色の設定を行います。 

 

出力図形はすべて出力されますのでその後の処理はＣＡＤ側で行ってください。またコマン

ド選択メニューが起動したままの状態でＣＡＤ通信設定を変更しても、再度コマンド選択  

メニューからコマンドを起動するとコマンド選択メニューのＣＡＤ通信設定に戻ってしま

いますので恒久的に変更したい場合はコマンド選択メニューのＣＡＤ通信設定を変更して

ください。 

 
 

●ＳＴＥＰ６（オプション設定） 

［オプション設定］には従来からの［基準強さ変換係数］［エクセル起動設定］［データ出力

設定］［Enterキー動作設定］に［フレーム構造解析１２］から追加された［計算結果エクセ

ル出力設定］の５つのタブがあります。それぞれ解説が出ていますのでそれらを参照して設

定してください。 

 

［基準強さ変換係数］タブでは［立体構造解析Ｖｅｒ２］以前で標準にない材質を使用して

いるデータを読み込んだ場合に基準強さ変換係数で基準強さをそれぞれの応力の基準強さ

に変換するようになっています。その係数を設定します。 

 

 



 

 
 

［エクセル起動設定］タブではエクセルが使えない環境や不用意にエクセルを起動したくな

い場合に［コピーしてからエクセルを起動して貼り付け］のボタンを非表示にすることがで

きます。また［フレーム構造解析９］から起動中のエクセルがあればそれにシートを追加し

て貼り付けができるようになっていますがＯＳ環境やエクセルのバージョン等でうまく 

動作しない場合は“エクセルにシートを追加して貼り付け”のチェックを外すと従来通りの

毎回新しいエクセルを起動して貼り付ける動作となります。 

なおデータ編集用と計算結果表示用のエクセルは別々に起動し、またこの設定に関係なく 

連続計算のエクセル出力も新しいエクセルを起動してシートを追加して計算結果を貼り 

付けていきます。 

 

 

 

［データ出力設定］タブでは計算結果のＣＳＶ出力やクリップボードにコピー等に出力テン

プレートの設定を行います 

 

［Enter キー動作設定］タブでは「節点・支持」と「構造要素」のタブでデータ入力ボック

スが最終行に表示されている時に［Enter］キーを押したときに、新しく１行増えるように

したり１行目に移動するように動作を選択できます。 

 



 

次に示す［計算結果エクセル出力設定］タブは［フレーム構造解析１２］で追加されたもの

で計算結果をエクセルに出力するときの開始位置を設定することができます。また［フレー

ム構造解析１２］から計算結果のエクセル貼り付けに構造イメージも貼り付けできるように

なりましたが、貼り付けしたい場合はここの“エクセルに構造イメージを貼り付ける”をチ

ェックしておきます。 

 

ここの“エクセルに構造イメージを貼り付ける”をチェックすると計算結果のエクセル貼り

付け時に別途、構造イメージのサイズや貼り付け位置を設定するダイアログが表示され、計

算結果の開始位置もそのダイアログで設定するのでこのタブにある計算結果の開始位置は

無効となります。詳しくは計算結果の出力のところで説明します。 

 

 

●ＳＴＥＰ７（ショートカットキー設定） 

［フレーム構造解析１０］から使用頻度の高いコマンドのボタンにショートカットキーを割

り当ててキーボードからそのコマンドを実行することができるようになりました。このメニ

ューをクリックすると次に示すショートカットキーの設定ダイアログが表示されます。 

 



 

このダイアログでは左側がコマンド名で固定になっていて右側が登録されているショート

カットキーでこちらは変更が可能です。 

 

あらかじめ使い勝手を考えたショートカットキーがデフォルト設定として登録してありま

すがショートカットキーを変更したい場合は右側のショートカットキーの行をクリックす

るとリストボックスが表示され、リストボックス右の▼ボタンで設定可能なショートカット

キーが一覧表示されるので、ここから登録したいショートカットキーを選択します。またリ

ストの先頭は“なし”になっていてこれを選択するとそのコマンドのショートカットキーは

無効となります。 

 

ここで［確定］ボタンをクリックすると選択したショートカットキーが登録されます。 

［初期化］ボタンをクリックするとインストール直後のデフォルトの設定に戻ります。 

［インポート］［エクスポート］ボタンではデータファイル入出力と同様のファイル選択ダ

イアログが出てショートカットキーの設定を別のファイルに出力したり、あるいは設定を読

み込むことができます。 

 

 

●ＳＴＥＰ８（材質データ更新） 

材質データはコマンド起動時に読み込まれるので［フレーム構造解析９］以前ではコマンド

起動中に材質データを修正してもコマンドを再起動しないと反映されませんでしたが［フレ

ーム構造解析１０］からこの［材質データ更新］機能でコマンド起動中でも材質データを更

新することができます。 

 

環境設定の［材質データ更新］をクリックすると次に示すメッセージが表示されます。 

 

 

 

ここで［ＯＫ］ボタンをクリックすると材質データファイルを再読込して更新します。なお

ファイルの編集ミスなどがあると不具合が発生することも考えられますので大幅な変更の

場合は作業中のデータを保存し一旦コマンドを終了してから行ってください。 

 
●ＳＴＥＰ９（断面データ更新） 

断面データも材質データと同様にコマンド起動時に読み込まれるので［フレーム構造解析

９］以前ではコマンド起動中に断面性能計算で断面データを登録してもコマンドを再起動し

ないと反映されませんでしたが［フレーム構造解析１０］からこの［断面データ更新］機能

でコマンド起動中でも断面データを更新することができます。 

 



 

環境設定の［断面データ更新］をクリックすると次に示すメッセージが表示されます。 

 

 

 

ここで［ＯＫ］ボタンをクリックすると断面データファイルを再読込して更新します。通常

は断面性能計算で断面を登録した場合に使いますが、断面データを直接編集するような場合

は編集ミスなどがあると不具合が発生することも考えられますので材質データと同様に作

業中のデータを保存し一旦コマンドを終了してから行ってください。 

 
●ＳＴＥＰ１０（最近使った．．．表示切り替え） 

［フレーム構造解析１２］から計算条件の保存と読込の時に［最近使った．．．］ダイアログ

を表示できるようになっていますがこれをクリックする毎に次に示すメッセージが表示さ

れ［最近使った．．．］ダイアログを表示する非表示にするかを設定できます。 

 

 

 

非表示にするのは［最近使った．．．］ダイアログを表示でもできますが一旦非表示にしてか

ら表示するようにしたい場合はここのメニューをクリックして行います。なお［最近使っ

た．．．］ダイアログの操作については計算条件の保存と読込のところで説明します。 

 

 ―――――――――――――――――――――――――――――― 

   環境設定を見てみよう 終了 

 
 
◇アニメーションを表示してみよう 

●ＳＴＥＰ１（アニメーションの選択） 

計算を実行するとアニメーション選択のリストボックスが使えるようになり、その右の再生

ボタンも押せるようになります。 

 



 

●ＳＴＥＰ２（アニメーションの実行） 

表示したいアニメーションの種類を選択して右の再生ボタンをクリックするとアニメーシ

ョンが実行されます。 

 

 

 
アニメーション表示中は、再生ボタンはストップボタンに変わり、ストップボタンを   

クリックするとアニメーション表示は終了します。 

 

また［フレーム構造解析１２］ではストップボタン表示時にその下か右に［アニメーション

ＡＶＩファイル作成］ボタンが表示され後で説明するようにアニメーションの動画を作成で

きるようになっています。 

 

曲げモーメント線図やせん断力線図のアニメーションがどのように表示されるか試して 

みてください。また［フレーム構造解析９］からツールメニューで曲げモーメント線図とせ

ん断力線図の最大アニメーション形状が表示できるようになっており、この状態でＢＭＰ 

出力ができるようになっています。 

 

次に部材Ｙ軸モーメント線図の最大アニメーション形状を表示した例を示します。 

 

変位図アニメーションでは構造

イメージが動いて表示される 

もう一度クリックすると止まる 



 

 

 

最大アニメーション形状をクリアするにはイメージをクリックしてください。 

 

 

 
●ＳＴＥＰ３（アニメーションＡＶＩファイルの作成） 

［フレーム構造解析１１］ではアニメーションと同様の動画をＡＶＩファイル（Windows  

標準の動画用ファイルフォーマット）として作成することができます。アニメーション表示

中に［アニメーションＡＶＩファイル作成］ボタンが表示され、このボタンをクリックする

と次に示すＡＶＩファイル作成条件設定ダイアログが表示されます。 

 

 

 

ここではＡＶＩファイルの名前と出力先のパス、画像に追加するコメント、ＡＶＩを作成す

るときに使うＢＭＰファイルのヘッダー（ＢＭＰファイル名はヘッダー＋連番になります）、

画像サイズ、ＡＶＩファイルを作成するときのフレーム数と再生時間を設定します。 



 

デフォルトの出力先は［フレーム構造解析１２］の作業フォルダの下の\BmpForAvi となりま

す。ＡＶＩファイル名や出力先を変更したい場合は表示欄で直接編集してもかまいませんが

既存のフォルダにしか出力できませんので［参照］ボタンをクリックしてファイル選択ダイ

アログを表示させてそこで変更すると良いでしょう。ここで［確定］ボタンをクリックする

と作業進行を示すプログレスバーが表示され、まずフレーム数に応じたＢＭＰファイルが出

力されてからそれを元にＡＶＩファイルが作成されます。 

 

 

 

正常にＡＶＩファイルが作成されると次に示すメッセージが表示されます。 

 

 

 

作成したＡＶＩファイルは Windows 標準の Windows Media Player やＡＶＩ形式に対応した

動画再生ソフト等で再生することができます。上記のメッセージで［はい］をクリックする

と拡張子ＡＶＩが関連づけられたアプリケーションが起動して再生できるようになります。 

 

次に［部材Ｙ軸モーメント線図］でＡＶＩファイルを作成して Windows Media Player で開

いたものを示します。 

 

 



 

作成されるＡＶＩファイルは無圧縮のものでファイルサイズが大きくなりますので画像サ

イズの大きさやフレーム数は必要最小限の設定にしてください。また市販あるいはフリーの

画像編集ソフトを使えばＡＶＩファイルやＢＭＰファイルからアニメーションＧＩＦを作

成することができるものがありますので動画のサイズを小さくしたい場合はそれらを試し

てみてください。 

 

ＢＭＰファイルは［フレーム構造解析１２］の作業フォルダの下の\BmpForAvi に作成され

ます。ＢＭＰファイルヘッダーを変更しない場合は次回ＡＶＩファイルを作成するときに上

書きされますのでＢＭＰファイルを取っておきたい場合は事前に別のフォルダにコピーし

ておくかＢＭＰファイルヘッダーを変更しておいてください。逆にＢＭＰファイルを取って

おく必要がないのに ＢＭＰファイルヘッダーを変更していく不要なＢＭＰファイルがど

んどん溜まっていきますので注意してください。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   アニメーションを表示してみよう 終了 

 

 
◇イメージを移動・拡縮・回転してみよう 

●ＳＴＥＰ１（移動・拡縮・回転モードの選択） 

アイコンボタンの［リアルタイム］あるいは［クリック］と表示されているボタンが移動・

拡縮モードになります。このボタンはクリックする毎に表示が入れ替わるようになっていま

す。 

 

またこのボタンの右にある［移動］［拡縮］［回転］［前画面］［全表示］がイメージ操作用の

ボタンになっています。 

 
●ＳＴＥＰ２（イメージの移動） 

イメージの移動操作は［移動］ボタンを押してからマウスをイメージの上に持っていきます。

マウスアイコンが手の形に変わりますのでマウス左ボタンを押してマウスアイコンがグー

になった状態でドラッグします。リアルタイムモードの時はグーのマウスアイコンにイメー

ジが付いて移動します。 

 

クリックモードの時はマウス左ボタンを押した位置からラバーバンド（仮表示線）が表示さ

れマウス左ボタンを離した位置に移動します。 

 



 

またホイールマウスを使っている場合はホイールを押しながらドラッグするとモードに 

関係なくリアルタイム移動することができます。 

 
●ＳＴＥＰ３（イメージの拡縮） 

イメージの拡縮操作は［拡縮］ボタンを押してからマウスをイメージの上に持っていきます。

マウスアイコンがルーペの形に変わりますのでマウス左ボタンを押してドラッグします。リ

アルタイムモードの時は右にドラッグするとリアルタイムでイメージが拡大され、左にドラ

ッグすると縮小します。クリックモードの場合はマウス左ボタンを押した位置からラバーバ

ンドの窓が表示され右にドラッグしてマウス左ボタンを離すと窓の範囲がイメージ枠一杯

に拡大され、左にドラッグして離すとイメージ枠全体が窓の範囲に収まるように縮小されま

す。 

 

リアルタイムモードはマウスの動きに対してリアルタイムでイメージが移動・拡縮するので

分かりやすいですが節点数や荷重点が多い場合やマシンの処理速度が遅い場合に動きが 

重たくなる場合があります。一方、クリックモードはマウス左ボタンを離した時点で移動・

拡縮の処理を行うのでスピーディに移動・拡縮ができますので使い勝手に合わせてモードを

選んで使ってください。 

 

またホイールマウスを使っている場合はホイールを回転させるとモードに関係なくリアル

タイム拡縮することができます。［フレーム構造解析１２］では前述のイメージ表示条件設

定でホイールの回転方向と拡縮の切り替えができるようになっていますので操作に慣れた

設定にしておくと良いでしょう。 

 
●ＳＴＥＰ４（イメージの回転） 

［フレーム構造－立体］は３次元なのでイメージの回転させることができるようになってい

ます。操作は［回転］ボタンを押してからマウスをイメージの上に持っていきます。その後

は移動と同じ操作で左右方向にドラッグするとＺ軸回りに回転し、上下にドラッグすると 

Ｘ軸回りに回転します。またイメージを回転させると全体座標も回転角に応じた表示となり

ます。 

 

また［フレーム構造解析１２］からホイールマウスを使っている場合に［回転］ボタンを押

下した状態ではホイールを回転させると構造イメージをＺ軸回転できるようになっていま

す。また前述のイメージ表示条件設定でホイールの回転方向と回転方向の切り替えができる

ようになっていますので操作に慣れた設定にしておくと良いでしょう。 

 
●ＳＴＥＰ５（前画面と全表示） 

イメージの移動や拡縮を行うと薄く表示されて使えなかった［前画面］ボタンのアイコンが

正常に表示されるようになります。このときに［前画面］ボタンをクリックすると移動・  

拡縮を行う一つ前の画面にイメージの状態を戻すことができ、最大で１０操作前の画面に戻

すことができます。 

 



 

［全表示］ボタンをクリックするとイメージ表示条件設定で選択しているデフォルトの視点

に戻ります。さらにイメージ表示条件設定では次で説明する視点オフセットの種類から  

全表示したときのデフォルトの視点とＺ回転角のオフセットを設定することができるので

節点や要素が重なりやすい構造の場合は見やすいものを設定しておくと良いでしょう。 

 
●ＳＴＥＰ６（視点プリセット） 

［フレーム構造解析１２］ではイメージの回転位置を視点プリセットとしてあらかじめ用意

しています。これを使うにはプルダウンメニューの［視点プリセット］をクリックします。 

 

 

 

何か構造イメージが表示されている時にこれらをクリックすれば直ちに視点が切り替わり

ますのでいろいろと試してみてください。 

 

なお通常のアイソメは立方体を例にして底辺と水平線との角度が左右とも３０°になるよ

うに表示されますが例えば２０°アイソメはこれが左右とも２０°になり、４０－２０アイ

ソメは右側が４０°左側が２０°という意味になります。 

 

また［全表示］ボタンをクリックしたときのデフォルトをイメージ表示条件で選択できます

がそこで選択している視点に チェックが付くようになっています。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   イメージを移動・拡縮してみよう 終了 



 

◇計算条件の保存と読込、新規、クローン起動 

一度設定した計算条件は保存して後から読み込んで再計算したり、データを編集して計算す

ることができます。また計算条件を一旦クリアして新規に設定することもできます。これら

の操作はプルダウンメニューの［ファイル］をクリックするかアイコンボタンから実行しま

す。また［フレーム構造解析１２］から追加された［最近使った．．．］ダイアログや［フレ

ーム構造解析１１］から追加されたクローン起動の機能についてもここで説明します。 

 

 
●ＳＴＥＰ１（最近使った．．．ダイアログ）（ＮＥＷ） 

プルダウンメニューの［現データを保存］か［既存データを開く］、［保存］アイコンか［読

込］アイコンをクリックすると［フレーム構造解析１２］では設定により［最近使った．．．］

ダイアログが表示されます。 

 

上段には最近使ったフォルダ名が最大１２個表示されフォルダ名の上にマウスを持ってい

くと背景色が青くなりクリックするとそのフォルダを開きます。 



 

データを保存するときはクリックしたフォルダが既存データの保存する場所になり、データ

を読込するときは現データを開くファイルの場所となって Windows標準のダイアログが引き

続き表示されます。 

 

下段には最近使ったファイル名が最大２０個（ダイアログを下に拡げた場合）表示され、最

近使ったファイル名の上にマウスを持っていくとフルパス表示のファイル名の背景色が青

くなり、右上にファイル名、出力タイトル、構造イメージなどが表示されます。 

 

データを保存する際に最近使ったファイルをクリックした場合も一旦通常の現データを保

存するダイアログが表示され、上書きの確認メッセージが表示されるので直ちに上書きされ

ることはありません。 

データを読込する際に最近使ったファイルをクリックした場合は直ちにそのファイルが読

み込まれて表示されます。 

 

その他、［最近使った．．．］ダイアログの操作として、“次回からこのダイアログを表示しな

い”をチェックすると表示されなくなりますがプルダウンメニューの［環境設定］＞［最近

使った．．．表示切替え］メニューをクリックすると再度表示できるようになります。 

 

通常、フォルダ名やファイル名は保存や読込した順に上位から表示されますが“ソートして

表示”をチェックするとフォルダ名やファイル名でソートして表示します。 

 

［履歴のクリア］ボタンをクリックすると最近使ったフォルダおよびファイルの履歴が表示

からクリアされますが間違ってクリアしてしまった場合は［キャンセル］ボタンでダイアロ

グを閉じれば履歴は残ったままになります。 



 

履歴をクリアして［スキップ］ボタンをクリックすると最近使った．．．ダイアログをスキッ

プして Windows標準のダイアログが表示されます。また履歴をクリアしている場合はこの時

点でクリアが確定します。 

 

●ＳＴＥＰ２（計算条件の保存） 

プルダウンメニューの［現データを保存］か［保存］アイコンをクリックして［最近使った．．．］

ダイアログでフォルダかファイルを選択するかスキップすると Windows標準のファイル保存

のダイアログが表示されます。また［最近使った．．．］ダイアログを表示しない設定の場合

は直接このダイアログが表示されます。 

 

ここでファイルの種類を変更することで［フレーム構造解析１１］以前のデータファイルの

形式で保存することも可能です。 

 
ここで保存する場所を選択しファイル名を入力して［保存］ボタンをクリックするとデータ

が保存され、はりの計算のダイアログのタイトルバーにファイル名が表示されます。拡張子

は自動で付けられますので入力する必要はありません。また［構造解析６］からはファイル

コメントは表示されませんので分かりやすいファイル名を付けてください。 

 

 

 

 

ここにファイル名が表示される



 

●ＳＴＥＰ３（計算条件の読込） 

プルダウンメニューの［既存データを開く］か［読込］アイコンをクリックして［最近使っ

た．．．］ダイアログでフォルダを選択するかスキップすると Windows 標準の既存データを開

くダイアログが表示されます。また［最近使った．．．］ダイアログを表示しない設定の場合

は直接このダイアログが表示されます。 

ファイルの場所が選択されるとそこにある既存のファイル名がファイルリストに一覧表示

されます。ファイルの種類を変更することで［構造解析６］や［構造解析５］以前のデータ

ファイルを表示、読み込むことも可能です。 

 
目的のファイルを選択したら［開く］ボタンをクリックして読み込みを実行します。既存  

データを読み込んだ場合もタイトルバーに読み込んだファイル名が表示されます。 

既存データを読み込むのはスタートメニューの［既存データを読み込んでスタート］を選択

しても同じです。既存データ読込後は直ちに計算が可能な状態になっていますので類似の 

形状を解析するときに必要なところのみ修正して比較検討が容易にできます。 

 

［フレーム構造解析１２］から追加された［最近使った．．．］ダイアログを使って既存デー

タを開く場合はファイル名をクリックするとこの既存データを開くダイアログは表示され

ずに直で既存データが読み込まれます。またファイルの種類も自動的に認識しますので古い

バージョンのデータでも［最近使った．．．］ダイアログにあればファイル名をクリックする

だけで開くことができます。 

 

［フレーム構造解析１０］からは他の［フレーム構造－立体］で開いていたりファイルのプ

ロパティで“読み取り専用”の属性が付けられているファイルを開く場合は次の属性チェッ

クメッセージが表示されます。 



 

ここで［はい］ボタンをクリックすると読込はできますが同名で保存しようとすると次のメ

ッセージが表示されて上書き保存ができないようになっています。 

 

また読み取り専用のファイルを開いた場合はタイトルバーに“（読み取り専用）”と表示され

るようになっています。 

 

 

なお通常のファイルを開いた場合も他の［フレーム構造－立体］で上書きされないよう作業

中は“読み取り専用”の属性をつけ、コマンド終了時や別名で保存した場合は“読み取り専

用”の属性は解除されるようになっていますが、何らかの原因でプログラムが強制終了した

場合には“読み取り専用”の属性が残ってしまう場合があります。 

 

その場合は前述の属性チェックメッセージで［いいえ］をクリックして現データを開くダイ

アログで読み取り専用属性の追加ファイルをマウス右クリックし、さらにプロパティをクリ

ックしてファイルのプロパティ画面で“読み取り専用”の属性を解除することができます。 

 



 

あるいはエクスプローラ等でファイルのプロパティを開き“読み取り専用”の属性を解除し

ても良いです。ただし必ず他の人が開いていないことを確認してから解除してください。 

 

●ＳＴＥＰ４（計算条件のクリア） 

プルダウンメニューの［新規（現データの削除）］か［新規］アイコンをクリックすると次

の確認メッセージが表示されます。 

 

ここで［はい］ボタンをクリックすると材料データを含めて既存のデータが全て消去され 

新たに１から設定をやり直すことができます。ここで［いいえ］ボタンをクリックすると  

材料データのみ残せるようになっていますので材料に変更がない場合は［いいえ］をクリッ

クします。既存のデータと同じ材料データを使う場合は一旦そのデータを読み込んでから

［新規］＞［いいえ］で材料データを残してから作業すると材料データを再設定する必要が

なく効率的に作業が行えます。特に使っている材料データの数が多い場合は便利なので覚え

ておくと良いでしょう。 

作業によって既存のデータを編集する方が早いか、１からやり直した方が早いか、材料  

データのみ残した方が早いか、状況に応じて使い分けてください。 

なお［新規］を実行するとＵＮＤＯ情報もクリアされて元に戻せませんので注意してくださ

い。 

 

●ＳＴＥＰ５（クローン起動） 

計算条件が仕上がってきたときに現在のデータは取っておいて、ちょっとだけ計算条件を変

更して試してみたい場合、従来では一旦データを保存してから新たにもう一つコマンドを起

動して読み込むという操作が必要でした。 

 

［フレーム構造解析１１］からクローン起動という機能が追加されていますので試してみま

す。ここで再度 Tutorial01.KS12 を読み込んでプルダウンメニューの［ファイル］＞［クロ

ーン起動］をクリックすると一旦クローン用にデータが保存され、それが読み込まれると次

のメッセージが表示されます。 

 

ダイアログタイトルにはファイル名が“Tutorial01(ｸﾛｰﾝ 1).KS21”と表示されますが実際に

は起動後に削除されてデータファイルは残っていませんので注意してください。 



 

 

 

“（クローン＊）”の＊は同じ名称がある場合には連番で大きくなっていきます。この機能を

使えば簡単に同じ設定内容のものが起動できるので元の計算結果は取っておいてちょっと

条件を変えた場合の比較が簡単にできるようになります。 

 

またコマンド選択メニューを終了している場合に［フレーム構造－立体］をもう一つ起動し

たい場合にもクローン起動を利用すると、わざわざコマンド選択メニューを起動することな

く［フレーム構造－立体］を起動できるのでこのような場合にも便利に使えます。 

 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   計算条件の保存と読込、新規、クローン起動 終了 

 
 
◇計算結果の出力 

計算を実行すると各種出力ボタンや出力関係のプルダウンメニューが使えるようになりま

す。［フレーム構造解析７］からはダイアログのサイズが大きくなったので各種出力ボタン

はダイアログ上部に並んで表示されています。 

 

個別要素詳細の計算結果を出力する場合は[個別要素・通り別]タブでさらに[個別要素詳細]

タブを開き、通り別詳細の計算結果を出力する場合は同じタブの［通り別詳細］タブを開き

ます。 

 

材料別詳細の計算結果を出力するときは［材料別詳細］タブ、材料集計結果を出力する場合

は[材料集計]タブを開いておきます。その他のタブが開いているときは標準の計算結果の 

出力となります。 

 

［材料集計］タブが開いている場合は計算実行前でも印刷やＣＳＶ出力、ＨＴＭＬ出力、  

クリップコピー、エクセルに貼り付けのボタンか使えるようになっています。 

 
●ＳＴＥＰ１（印刷設定） 

計算実行後にプルダウンメニューの［環境設定］＞［印刷設定］か、ダイアログの［設定］

ボタンをクリックすると右側に計算書のプレビューが表示された印刷設定ダイアログが 

表示され、印刷レイアウトやプリンタを選択して計算書を印刷することができます。 

 



 
 

計算書にはデータ保存時のファイル名と出力時の作成日付を出力することができます。この

時ファイル名前後やファイル名と日付の間に任意の文字を入れることができます。さらに計

算のタイトルやコメントが入れられるようになっています。このタイトルやコメントも現 

データ保存で保存されますのでこれらのタイトルやコメントを入れた後で保存すると良い

でしょう。 

 

ページ設定やイメージの縮尺などを修正するとプレビュー更新ボタンが押せるようになり

印刷実行ボタンは押せなくなります。一通り修正した後、プレビュー更新ボタンを押すとそ

の設定内容に応じた計算書のプレビューが表示され印刷実行ボタンも押すことができるよ

うになります。節点数や要素数が多い場合はページ設定にある“計算結果に右の間隔で項目

行を追加する”をチェックしてその右で間隔の行数を選択すると計算結果の途中に項目行が

追加されていき、何の値なのか分かりやすくなります。 

 

出力テンプレートにある［設定］ボタンをクリックすると次に示す出力テンプレート設定 

ダイアログが表示されます。 

 



 
 

ここで各出力項目のカラム幅を指定することにより出力位置を修正することができます。 

カラム幅を０にするとその項目は出力しないようにすることもでき、更にチェックボックス

等の設定で多用な出力フォームを設定できるようになっています。 

 

ここの設定は出力テンプレートとして保存することができ、印刷設定ダイアログのリストボ

ックスで簡単に切り換えて適用することができますので、あらかじめ計算チェック用、社内

報告書用、客先提出用等の用途に応じた設定を行っておくと便利に使えます。 

 

なお通り別詳細および材料別詳細も標準出力と同じ設定（カラム幅）を用いますが“応力の

大きいものだけ出力する”や“応力の大きいものにマークを付ける”のチェックはこれらの

詳細の出力には無効となり選択した通り面や材料番号を使っている全ての計算結果が出力

されます。 



 

●ＳＴＥＰ２（プレビュー） 

［プレビュー］ボタンをクリックすると計算書のプレビューが表示されます。これは印刷 

設定ダイアログにある［フルプレビュー］ボタンをクリックした場合と同じです。 

 

 

 

 

この画面は計算書のプレビューというだけでなく計算結果も見やすく表示されるので計算

結果の確認にも利用できます。また画面上のボタンでここから印刷やＰＤＦ出力することも

可能で、印刷設定ダイアログやＰＤＦ出力ダイアログの画面に切り換えることもできます。 

 

また［フレーム構造解析１２］では入力データのタブが［節点・支持］［構造要素］［材料・

断面性能］の場合には計算実行前でも［プレビュー］ボタンが押せるようになり、それぞれ

単独で印刷やＰＤＦ出力ができるようになっています。これは計算書等をまとめるときに 

基本データだけを先に説明しておきたい時などに便利です。 

 

２ページ目を表示 設定により全ページにヘッダーが出力される



 

●ＳＴＥＰ３（ダイレクト印刷） 

［印刷］ボタンをクリックすると次に示すプリンタ名が表示された確認メッセージが表され

［ＯＫ］ボタンをクリックすると直ちに計算書の印刷を実行します。 

 

これは計算書の印刷設定が完了している場合使うと便利です。 

 

●ＳＴＥＰ４（ＰＤＦ出力） 

［ＰＤＦ］ボタンをクリックすると印刷設定ダイアログと同様のプレビューが表示された 

ＰＤＦ出力設定ダイアログが表示されます。 

 

 
 

ＰＤＦ出力設定では出力するＰＤＦファイルにセキュリティをかけることができ、    

パスワードや権限の設定が可能です。 

 

［出力実行］ボタンをクリックするとパスワードを設定している場合は再度パスワードの 

確認ダイアログが表示されますのでパスワードを入力して［ＯＫ］ボタンをクリックします。 



 

 

入力したパスワードに間違いがないかパスワードを使わない場合には［現データ保存］と 

同様のダイアログが開きますのでファイル入力して出力します。ＰＤＦ出力の場合も拡張子

は自動で付きますので入力は不要です。 

 
●ＳＴＥＰ５（ＢＭＰ出力） 

このボタン（メニュー）をクリックすると［現データ保存］と同じファイルの保存ダイアロ

グが表示されますので、保存する場所を選択しファイル名を入力して［保存］ボタンを   

クリックします。続いて［フレーム構造解析１０］から次のダイアログが開き画像サイズを

設定できるようになりました。 

 

 

従来は表示されているイメージをそのままのサイズで画像ファイルに出力していましたが

メインのダイアログの大きさによってイメージ表示枠の大きさも変わってくるので画像フ

ァイルの大きさもまちまちになっていました。 

 

［フレーム構造解析１０］から画像サイズを任意に設定することができイメージ表示枠の大

きさに関係なく決まったサイズでの出力が可能になりました。 

 

画像サイズの設定はその下部の設定枠で［ｍｍ］か［ピクセル］の単位を選択して、はりの

計算の場合はイメージの縦横比が決まっているので幅のみ入力します。またテンプレートと

して１０個の設定を保存しておき、それを読み込んで画像サイズを設定することもできるよ

うになっています。テンプレートの設定を読み込むときは数字ボタンをクリックします。ま

た［保存］ボタンをクリックすると現設定がその番号にコメントと一緒に保存されますので

どのような設定なのか分かるようなコメントに編集しておくと良いでしょう。 

 

なおここでの設定は単に画像サイズの大きさだけなので使用するプリンタの作図範囲や用

途などを考慮して試し印刷をしてみてテンプレートを決めておくと良いでしょう。 



 

●ＳＴＥＰ６（ＣＡＤ出力） 

ＣＡＤ通信設定が設定している場合はＣＡＤにイメージ図形を直接作図することができま

す。［ＣＡＤ］ボタンをクリックすると次に示す確認メッセージが表示されます。 

 

ここで［ＯＫ］ボタンをクリックするとＣＡＤに作図されます。ＣＡＤ作図やＤＸＦ出力で

は必要に応じて環境設定の［ＣＡＤ・ＤＸＦ出力設定］で画層名や色を設定しておいてくだ

さい。 

 

●ＳＴＥＰ７（クリップコピー） 

［ＣＯＰＹ］ボタンをクリックすると設定データと計算結果をクリップボードにコピーしま

すので他のソフトに貼り付けて利用することができます。 

 

●ＳＴＥＰ８（エクセルに貼り付け） 

［ＥＸＬ］ボタンをクリックすると設定データと計算結果を一旦、クリップボードにコピー

し、エクセルを起動して自動で貼り付けることができます。 

［フレーム構造解析１２］ではプルダウンメニューの［環境設定］＞［オプション設定］＞

［計算結果エクセル出力設定］タブで“エクセルに構造イメージを貼り付ける”がチェック

されている場合は構造イメージも同時にエクセルに貼り付けることができます。 

これがチェックされている場合に［ＥＸＬ］ボタンをクリックすると次に示すエクセル画像

貼付け設定ダイアログが表示されます。 

 

テンプレートと画像サイズは前に説明したＢＭＰ出力の画像サイズ設定と同じです。エクセ

ル貼り付け設定では画像の貼り付け位置と計算結果開始位置をカラムと行で設定すること

ができます。 



 

これらの設定もテンプレートに保存されますので画像の大きさに合わせて計算結果開始位

置を決めておいてテンプレートに保存しておくと良いでしょう。 

 

“エクセルに画像は貼り付けない”をチェックすると従来通りの計算結果だけのエクセル出

力になり次回からこのダイアログは表示されなくなります。 

 

再度エクセル出力にはりイメージを貼り付けたい場合は環境設定のオプション設定で戻す

ことができます。 

 

なお計算結果タブにあるボタンで計算結果のみクリックボードにコピーしたり、計算結果の

みエクセルに貼り付けることもできます。環境設定のオプション設定により起動中のエクセ

ルがあればシートを追加して 計算結果を貼り付けることもできます。詳しくは環境設定を

参照してください。 

 

●ＳＴＥＰ９（その他のファイル出力） 

［フレーム構造解析７］からはダイアログのサイズが大きくなったのでその他の出力ボタン

もダイアログ上部に並んで表示されています。［材料集計］タブが開いている時以外は計算

が実行されないと押せないようになっていますが［材料集計］タブが開いている場合は計算

実行前でも印刷やＣＳＶ出力、ＨＴＭＬ出力、クリップコピー、エクセルに貼り付けの   

ボタンか使えるようになっています。 

 

［ＣＳＶ］ボタンをクリックすると設定データと計算結果をＣＳＶ形式のテキストファイル

として出力します。なおオプション設定により出力テンプレートの設定を反映するかどうか

選択できます。 

 

［ＨＴＭＬ］ボタンをクリックすると画像ファイルとＨＴＭＬ形式のテキストファイルを 

セットで出力し、インターネットエクスプローラ等のウエブブラウザでイメージと設定  

データ、計算結果を表示することができます。 

 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   計算結果の出力 終了 

 
 

◇高解像度対応とカラム幅テンプレート（ＮＥＷ） 

従来のダイアログは解像度が１０２４×７６８を基準にデザインされており、ダイアログを

拡げることは従来から可能でしたが主にイメージを大きく表示する機能となっていました。 

 

最近ではこれを越える高解像度のディスプレーが普及しています。そこで［フレーム構造解

析１２］ではメインのダイアログを拡げた場合に計算結果表示欄も拡げられるようにしてい

ます。 



 

●ＳＴＥＰ１（処理方法を選択） 

メインのダイアログを拡げていくとダイアログ右上にイメージと計算結果表示欄をどのよ

うに拡げるかの処理方法のリストボックスが表示されます。 

 

 

 

［イメージ表示枠を最優先して拡げる］を選択すると従来と同様にダイアログを拡げた場合

にイメージ表示枠が拡がっていきます。一方「計算結果表示欄を最優先して拡げる」を選択

するとイメージ表示枠は最小の幅となり計算結果表示欄が拡がっていきます。中間の設定を

含めて５種類の設定が選択できるようになっていますのでお使いのディスプレーの解像度

や目的に応じて見やすい設定を選択してください。ただし解像度が１０２４×７６８レベル

のディスプレーでダイアログを拡げてもこの設定欄が表示されない場合は残念ながらこの

機能は使えません。 

 
●ＳＴＥＰ２（変位・反力の表示） 

次に現在普及しているＦｕｌｌ－ＨＤ（１９２０×１０８０）のディスプレーで「計算結果

表示欄を最優先して拡げる」設定で［変位・反力］タブを開いた例を示します。 

 

 

 

縮小しているので見にくいですが［変位・反力］では項目数が少ないので計算結果の全ての

項目一覧表示することができます。また右上には前述の設定欄が表示されているのが分かり

ます。 

 



 
●ＳＴＥＰ３（ﾓｰﾒﾝﾄ・応力・座屈の表示） 

［ﾓｰﾒﾝﾄ・応力・座屈］タブをクリックすると計算結果の表示が次のように切り替わります。 

 

 

 

［ﾓｰﾒﾝﾄ・応力・座屈］の計算結果は項目数が多いので全てを表示することはできませんが  

カラム幅を変更して目的の計算結果を並べて表示することはできます。またこのための新機

能として次に説明するカラム幅テンプレート機能を追加しています。 

 
●ＳＴＥＰ４（カラム幅テンプレート） 

［ﾓｰﾒﾝﾄ・応力・座屈］の計算結果は項目数が多いので評価したいものだけ残して他のカラ

ム幅を小さくすることで計算結果を見やすくできますがいちいちカラム幅を変更するのは

面倒です。そこであらかじめ評価方法に応じてみやすくしたカラム幅の設定をテンプレート

として保存しておき、そのテンプレートを読み込んでカラム幅を切り替える機能がカラム幅

テンプレートになります。 

カラム幅テンプレートもダイアログを拡げていくと最大値一覧の右側に表示されるように

なります。 

 

 

 

サンプルが入っていますので一例としてテンプレートの［３］ボタンを押して応力のみ表示

したものを示します。 



 

 

 

ディスプレーの解像度にもよりますがこのように目的の計算結果に絞り込んで一覧表示す

ることができるようになっています。 

 

カラム幅の調整方法は表計算ソフト等と同様で一行目の項目欄の区切りにマウスを持って

いくと左右矢印にマウスポインタが変わりますのでマウス左ボタンを押しながら希望の幅

までドラッグします。カラム幅を希望の幅に設定したらカラム幅テンプレートのタイトルを

入力して［保存］ボタンをクリックするとその番号に保存され、その数字ボタンを押すと読

み込みできるようになっています 

 

またカラム幅の情報は終了時等に保存されますので、次回起動時も同じ状態で表示すること

ができます。一方、カラム幅を狭くしすぎてマウス操作でうまく戻せない場合は［カラム幅

リセット］ボタンをクリックするとデフォルトの幅に戻るようになっています。 

 

簡単な機能ですが従来できなかったことなので高解像度のディスプレーをお使いであれば

評価方法に応じて見やすいカラム幅に調整して試してみてください。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

    高解像度対応とカラム幅テンプレート 終了 

 

 



 

データ検索（ＮＥＷ） 
◇データ検索の概要について。 

［フレーム構造解析１２］では新たにデータ検索の機能が追加されています。３Ｄではフレ

ーム構造－立体用があります。データ検索は解析の本体プログラムとは別に起動するもので

［フレーム構造解析７］から［フレーム構造解析１２］までバージョンを指定（複数指定も

可）してフォルダを選択して検索し該当データをイメージ付きで一覧表示するものです。 

このデータ検索は旧バージョン（Ｖｅｒ７～Ｖｅｒ１１）をお持ちのユーザーで過去に作っ

た構造データを流用したい場合にどのフォルダに保存したか、どういうファイル名で保存し

たか忘れてしまった場合に効率的に探し出すことを主な目的と考えています。 

設定によりサブフォルダも含めて検索することができるので広範囲を検索できますがサブ

フォルダを含める場合は全てのサブフォルダが検索対象となりますので階層が深い場合は

検索時間がかかるので注意が必要です。 

検索されたデータはファイル名か更新日付で並び変えができ、表示されたイメージをダブル

クリックするとバージョンに関係なく［フレーム構造解析１２］のコマンドで開くことがで

きます。旧バージョンのデータを本体プログラムの既存データから開く場合はファイルの種

類でバージョンを指定してやる必要がありますのでデータ検索を使うとこの点でも効率良

く作業ができます。 

 

◇フレーム構造－立体用データ検索 

コマンド選択メニューから［データ検索 立体］をクリックすると次のダイアログが表示さ

れます。 

 

 

 



 

ここで右上の［フォルダー参照］ボタンをクリックするとフォルダの参照ダイアログが表示

されますので検索したいフォルダを選択して［ＯＫ］ボタンをクリックします。 

 

 

検索対象は［全て］ボタンで Ver7から Ver12の全てのボタンが押された状態とし、“サブフ

ォルダを含める”をチェックして［新規検索］ボタンをクリックします。 

 

 

 

［新規検索］ボタンの左側に“表示ファイル １－８ ／ １７２”と表示されていますがこ

れは検索されたデータが１７２個あり、現在表示しているデータが１から８という意味にな

ります。 

 



 

また表示ファイルの上にページスクロールボタンがあり［<］［>］ボタンでデータを一つず

つ、［<<］［>>］ボタンでページ毎（この例では８個毎）に前後に移動でき、［|<］［>|］で最

初や最後に移動することができます。 

 

フレーム構造－立体用データ検索では一つのデータ表示枠に上からファイル名、出力タイト

ル、更新日付が表示されます。 

 

 

最小のダイアログサイズでは前に示したように４列２行で８個のデータを表示しますが 

ディスプレーの解像度が高い場合にダイアログを拡げていくとダイアログを拡げていくと

次に示すように最大７列３行の２１個のデータが表示できるようになります。 

 

 
 

検索条件設定欄では検索したいバージョンのボタンを押しますがいくつか押された状態で

［全て］ボタンをクリックすると全てのバージョンボタンが押された状態となり、この状態

で［全て］ボタンをクリックすると全てのバージョンボタンが解除されます。 



 

また“平面を含める”をチェックするとフレーム構造－平面のデータも検索対象とすること

ができます。なお検索対象を変更すると検索内容が解除されますので再度、新規検索が必要

となります。 

 

従来は旧バージョンのデータから目的のデータを探し出すのは結構面倒な作業でしたが［フ

レーム構造解析１２］で追加されたデータ検索機能を使うと視覚的に分かりやすく探し出す

ことができ、そのイメージをダブルクリックすることでデータバージョンに関係なく［フレ

ーム構造解析１２］のコマンドで開くことができるようになっています。 

 

開いたデータはそのまま保存すれば［フレーム構造解析１２］のデータとして保存できます

ので過去のデータを流用した解析が効率良くできるようになります。旧バージョンのデータ

をお持ちの方は是非ご活用してみてください。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

   データ検索 終了 

 

 

以上で、［フレーム構造解析１２／３Ｄ］のチュートリアルは終了です。 

 

２Ｄと共通で使う材質データや断面データについての解説や［断面性能計算］コマンドや［デ

ータファイル管理］コマンドの操作等については［フレーム構造解析１２／２Ｄ］のチュー

トリアルを参照してください。 

 

注）（Tutorial**.KS12）はサンプルデータとして作業フォルダの下の\Sample ディレクトリ

にコピーしています。 
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